


１回目、２回目のワクチン接種について

※その他詳細につきましては町公式ウェブサイトをご確認ください。

４回目のワクチン接種について

ワクチン接種について新型コロナウイルス新型コロナウイルス ワクチン接種について
（令和４年５月18日時点）

■予約・接種について
接種の日程については調整中ですので、詳細が決まりましたら、広報、町公式ウェブサイト等にてお知らせします。

■予診票（接種券付き）の発送
＜対　　象＞ ３回目接種から5ヶ月を経過した60歳以上の方および18歳以上60歳未満で基礎疾患のある方（医師が必要と認めた場合）
＜郵送時期＞ 国の関係省令が整備された後、対象者に順次郵送予定

＜使用ワクチン＞ ファイザー社製ワクチン
＜予約方法＞ 電話申込のみ：コールセンター　☎（28）6818（平日のみ　午前９時～午後４時）
＜接 種 日＞ ６月12日（日） 午前９：30～11：00
＜注 意 点＞ 接種の際は保護者同伴でお願いします。
　　　　　　 ※保護者同伴が困難な場合は、コールセンターまでお問合せください。

集団接種の予約、予約確認、
変更、キャンセル、
５～17歳の方の予約

壬生町新型コロナワクチン
コールセンター

平日のみ
午前９時～午後４時 （28）6818

（81）1400

問合せ 内　　容 受付日時 電話番号

栃木県　受診・ワクチン
相談センター

土日祝日を含む毎日
24時間 0570（052）092

◎問合せ

集団接種実施時間内壬生町保健福祉センター 集団接種の当日キャンセル

副反応について

３回目のワクチン接種について

※基礎疾患のある方等への予診票の送付については申請が必要になりますので壬生町コロナワクチンコールセンター（コー
　ルセンター）へご連絡ください。
※送付時期を過ぎてもお手元に届かない方、３回目の接種後に町に転入された方、県営接種会場等で接種ご希望の方で早め
　に予診票が必要な方は、コールセンターへお問合せください。
※予診票の発行申請は、接種可能となる日の１か月前から受付します。

■予約について
個別接種の場合

■予診票（接種券付き）の発送
２回目接種から６ヶ月を経過した方へ順次発送します。予診票と同封の「町からのお知らせ」も、ご一読ください。
※送付時期を過ぎてもお手元に届かない方、２回目の接種後に町に転入された方、県営接種会場等で接種ご希望の方で早め
　に予診票が必要な方は、コールセンターへお問合せください。

　接種希望の医療機関に直接予約してください。
＜個別接種実施　町内医療機関一覧＞ 町公式ウェブサイトをご確認ください。

　・電話申込：コールセンター　☎（28）6818（平日のみ　午前９時～午後４時）
　・インターネット申込（パソコン、スマートフォンなど）
　※６月の日程および空き状況は、コールセンターもしくはインターネットにて確認ください。

集団接種（保健福祉センター）の場合

12歳から17歳の個別接種の場合

12歳から17歳の集団接種（保健福祉センター）の場合
接種券に同封されているお知らせに記載されている医療機関にお問合せください。

■12歳の誕生日を迎えた方や13歳以上の方の接種について
＜予約方法＞ コールセンターに電話申込
■５歳以上11歳以下の方の接種について
　送付された接種券に同封の通知をよく確認の上、各ご家庭で接種についてご検討ください。
　なお、接種をご希望の場合はご予約の上、保護者同伴で接種してください。
＜予約方法＞ コールセンターに電話申込
＜接種実施町内医療機関等や集団接種日程＞ コールセンターへお問合せください。
※小児（５歳～11歳）への新型コロナウイルスワクチン接種は接種を受けるよう努めなければ
　ならないという「努力義務」は適用されていません。保護者とご本人でご検討の上、接種し
　てください。
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新型コロナウィルス
ワクチン接種

国体通信

令和３年度
下半期町の財政状況報告

まちトピ

町民税・県民税税額決定・
納税通知書の送付

年金未納をストップ！

国民健康保険税改正のお知らせ

児童手当制度の一部変更について

講座、募集、おしらせ

スポーツ、介護

こども

図書館からのおしらせ

６月16日～７月15日カレンダー

表紙写真：５月６日（金）に行われた開庁式、
５月14日（土）に行われた開庁記念式典の
様子です。

目　次
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いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会事務局（国体推進室）
〒321-0214　大字壬生甲3828番地（総合運動場管理棟２F）
☎（28）7810　FAX（28）7811

◎問合せ

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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ボルダリング競技施設

公式ウェブサイト

スポーツクライミング競技施設が完成しましたスポーツクライミング競技施設が完成しました

　５月23日（月）、第４回総会が城址公園中ホールにて開催されました。
　総会の様子、結果はいちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会公式ウェブサイトに掲載しています。

　昨年12月から整備を進めていた、スポーツクライミング競技施設が完成しました。

今後も国体に関する様々な情報を実行委員会公式ウェブサイト
（https://www.mibu-kokutai . jp）にて掲載していきます。

リード競技施設

　６月25日（土）に、オリオン通りにていちご一会とちぎ国体100日前イベントを開催します。県主
催のイベントとなりますが、壬生町からは開催競技３競技の体験ブースの出展や、町の観光PRを実
施します。他にも、ステージイベントや、県内各市町開催競技の体験ブースもあります。ぜひ会場に
お越しください。

3

いちご一会とちぎ国体100日前イベントを
開催します

いちご一会とちぎ国体100日前イベントを
開催します

いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会
第４回総会が開催されました

いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会
第４回総会が開催されました



議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億（円）

■予算現額
■支出済額

歳 出 支出済額　161億7,398万7千円　執行率　78.4%

57億8,561万7千円

1億2,787万7千円
1億2,472万2千円

16万2千円
7万7千円

3,000万円
0千円

50億3,749万3千円

27億1,331万9千円
23億7,122万7千円

2億7,892万3千円
2億5,747万5千円

8億9,394万7千円
6億2,024万6千円

9億5,383万2千円
9億5,416万7千円

3千円
0千円

20億5,098万9千円
16億4万8千円

15億28万8千円
12億9,707万6千円

7億126万円
6億7,739万6千円

6千円
0千円

63億5,002万5千円

歳 入 収入済額　169億2,417万3千円　収入率　82.0%
0 10億

町税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金

地方交付税
交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金
使用料及び手数料

国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
町債

20億 30億 40億 50億 60億（円）

■予算現額
■収入済額

2,000万円
2,596万8千円
1,300万円
1,654万8千円

33億3,272万2千円
30億9,475万2千円

10億6,785万3千円
9億340万4千円

46億8,190万円
17億2,190万円

7,210万4千円
6,785万5千円

5億3,379万7千円
4億8,869万8千円

3,129万2千円
3,412万6千円

5億2,950万6千円
5億2,950万7千円

13億448万9千円
10億4,202万6千円

1億8,186万円
1億6,366万3千円

400万円
491万5千円

16億4,594万3千円
16億6,745万3千円

6,648万3千円
1億1,408万6千円

1億4,338万4千円
1億5,890万1千円

6,000万円
7,944万5千円

8億7,000万円
9億3,927万9千円

6,251万円
5,902万3千円

400万円
297万5千円
1,800万円
3,062万2千円
1,500万円
3,539万6千円

令和３年度下半期令和３年度下半期

町 一般会計の概要

令和４年
３月31日現在

一 般 会 計

では、皆さんに町の財政状況を正しく理解してい
ただくとともに、納められた税金や国・県支出金

がどのように使われているかを知っていただくため、
「財政状況の公表に関する条例」に基づき、年２回
（広報みぶ６月・12月号）財政状況を公表していま
す。今回は、令和３年度下半期までの収入と支出の状
況等についてお知らせします。
　なお、今回公表するものは、令和４年３月末までの
ものであり、決算額ではありません。これは３月末ま
でに確定した債権債務について整理を行うために４月
１日から５月31日までの２ヶ月間を出納整理期間とす
ることが認められているためです。

　令和３年度一般会計の当初予算額は、184
億9，000万円でしたが、10回の補正予算の実
施により、当初予算に比べ11．6％増の206億
3，812万4千円の現計予算額となっています。
　令和４年３月31日現在の収入済額は、169
億2，417万３千円で、予算額の82．0％になり
ます。また支出済額は161億7，398万7千円
で、予算額の78．4％となっています。科目別
の状況については別表のとおりです。

59億8,028万1千円

57億4,363万1千円

24億8,593万6千円
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特別会計

下水道事業会計

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

0 10億 20億 30億 40億 50億（円）

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

収入

支出

収入

支出

・資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

■予算現額
■執 行 額

■予算現額

■収入済額

■支出済額

■予算現額
■執 行 額

水道事業会計
10億0 20億 30億 40億 50億（円）

0 10億 20億 30億 40億 50億（円）

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

収入

支出

収入

支出

・資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

■予算現額
■執 行 額

■予算現額
■執 行 額

町税の内訳

税の負担状況

地方債現在高

予算現額

58,879円

140,615円

79,554円

189,991円

2,893円

6,908円

7,249円

17,312円

22億7,614万3千円 30億7,538万3千円 1億1,182万5千円 2億8,023万1千円

3,061,814千円
固定資産税

3,075,383千円
固定資産税収入済額

10億0 20億 30億 40億 50億（円） 60億（円）

200億

150億

100億

50億

町民税

一人 当たり
148,575円

一世帯 当たり
354,826円

令和４年３月末現在 人口 38,658人　世帯 16,187世帯

軽自動車税固定資産税 町たばこ税

一般会計債

公共下水道
事業債

農業集落
排水事業債

 上水道事業債

（円）
2,527,816千円
町民税

2,276,143千円
町民税

91億8,738万7千円

45億7,589万1千円

25億9,389万3千円

15億998万8千円

111,940千円

141千円

280,231千円

軽自動車税

町たばこ税

都市計画税

軽自動車税
111,825千円

48千円
都市計画税

町たばこ税
278,570千円

総額 178億6,715万9千円

令和３年度下半期

町の財政状況報告

国民健康保険特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

91億8,738万7千円

45億7,589万1千円

25億9,389万3千円

15億998万8千円
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町民税

111,940千円

141千円

280,231千円

軽自動車税

町たばこ税

都市計画税

軽自動車税
111,825千円

48千円
都市計画税

町たばこ税
278,570千円

6億7,789万5千円

5億1,210万5千円
4億9,722万6千円

1億9,515万円
1億9,190万6千円

8億2,611万6千円
8億1,841万6千円

6億7,706万6千円

280万円
280万円
280万円

4億7,851万1千円
4億7,749万1千円
4億4,496万4千円

34億1,305万7千円
34億5,862万7千円

29億4,995万3千円

42億9,108万5千円

39億5,617万7千円
40億6,069万円

6億7,789万5千円

5億1,210万5千円
4億9,722万6千円

1億9,515万円
1億9,190万6千円

8億2,611万6千円
8億1,841万6千円

6億7,706万6千円

280万円
280万円
280万円

4億7,851万1千円
4億7,749万1千円
4億4,496万4千円

34億1,305万7千円
34億5,862万7千円

29億4,995万3千円

42億9,108万5千円

39億5,617万7千円
40億6,069万円

16億4,727万5千円

14億1,002万8千円
13億8,288万円

9億2,753万8千円
7億3,896万8千円

14億8,762万円
13億3,096万3千円

16億3,454万7千円
16億4,727万5千円

14億1,002万8千円
13億8,288万円

9億2,753万8千円
7億3,896万8千円

14億8,762万円
13億3,096万3千円

16億3,454万7千円



木地区交通安全協会女性部会（高山祐子部
会長）から各町内小学校へ鉛筆の贈呈があ

りました。
　交通事故に対する注意喚起も含め、新小学１年
生へ配られました。

左から　安田副部長　柏崎副部長　田村教育長　高山会長　大　副部長左から　笠野部会長　安武校長　上遠野副部会長

左から　鈴木副支部長　篠原支部長　田村教育長　笠野副支部長

栃

やすたけ やす  だ　　　　　　　 かしわざき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おお  ば

たかやままさ  こ
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4 月21日（木）、栃木地区交通安全協会おもちゃ
のまち部会の笠野光行部会長・上遠野幸一副

部会長から睦小学校へ「歌はともだち」の贈呈が
ありました。
　児童の交通安全の願いを込めて贈呈されました。

かさ の  みつゆき　　　　　　　　 か　と　の  こういち

J Aグループ栃木では、県内農畜産物の生産・流通・消費に
ついて、児童及びその保護者に理解いただくことを目的

として、学校給食時に使用するランチョンマットを令和４年度
も小学校新入学児童に贈呈しており、４月11日に町でも、下
野農業協同組合代表理事組合長長昌光様より田村教育長へ、
ランチョンマットの贈呈がありました。
　贈呈の際、長様からは「JAグループ栃木では、子どもたち
の健やかな成長を祈って安心安全な農産物を安定的に提供する
とともに、農畜水産物への理解を深めて食の大切さを知っても
らいたい」とのお話があり、田村教育長は「子どもたちにとっ
て給食の時間は、学校生活の中でも楽しい時間である。ランチ
ョンマットのおかげできれいな机で給食を食べることができ、
新型コロナウイルス感染症予防の一助となっている。学校給食
への安心安全な食材の提供には感謝している」と述べました。

小学校新入学児童へのランチョンマット贈呈

左から　田村教育長　長昌光様

小中学生にランドセルカバー
・サイクルリフレクター・
ナンバープレートを贈呈

月21日（木）、栃木地区交通安全協会壬生支部から町
内各小中学校生徒（１年生）に自転車の車輪につけ

るサイクルリフレクターと自転車後部に付けるナンバープ
レート、ランドセルカバーの贈呈を行いました。
　篠原富太郎支部長、鈴木岩夫副支部長、笠野光行副支部
長が教育委員会を訪れ、目録を田村教育長に渡しました。
　これは小中学生の登下校時の交通事故防止を目的とし、
寄付を行うものです。
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しのはらとみ た ろう                         すず き いわ お　　　　　　　　　　　かさ の みつゆき

新１年生へ鉛筆を贈呈睦小学校へ
「歌はともだち」を贈呈

ちょうまさみつ



安塚・上長田自然環境を守る会　設立総会が開催されました

壬生町交通安全母の会　～交通安全のための活動について～

3

交

月29日（火）、南犬飼地区公民館において、安
塚・上長田自然環境を守る会（山中照夫会長）の

設立総会が開催されました。
　安塚・上長田自然環境を守る会は、水路や農道の維
持管理のための共同作業等に支払われる交付金「多面
的機能支払交付金」で自主的に農地等の保全活動を行
う組織で、町内では８つ目の組織設立となります。
　今後５年にわたり、安塚・上長田地区の農地等の保
全に関する活動を行っていくこととなります。

○C柊あおい
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壬生小下校時立哨 睦小下校時立哨

通安全母の会は、小学校の下校時立哨や、小学校の交通教室に参加するなど、子どもたちの交通安全活動に積
極的に取り組んでいます。

　３月１日（火）には、壬生町交通安全母の会 （亀田ヨシ会長） から、町内各小学校に 「愛の鈴」 が贈呈されました。
　「愛の鈴」は、会員の皆さんが、小学校新１年生の交通安全を祈りながら、一つひとつ丁寧に作成し、その後、御
琴神社において、交通安全祈願を行ったうえ、各小学校に届けられました。

やまなかてる お

壬生消防団新団員訓練が行われました
4

基本訓練（服装点検要領） 放水訓練

月３日（日）、壬生町消防団新団員訓練が、町北部運動場及び黒川橋下流右岸河川敷において、新団員として必
要な規律訓練や放水技術等の基本訓練を行いました。

　この日は、今年度加入した新団員27名が参加し、先輩団員や壬生消防署員の指導を受け、消防団員としての基礎
を学び地域住民の安全安心のために、様々な災害現場で活躍されることを期待されます。

かめ  だ



【主に事業所得・不動産所得などのある人】
　納税通知書に同封の納付書で６月・８月・10
月・翌年１月の年４回の納期に分けて、または
６月中に一括払いで金融機関やコンビニエンス
ストアなどで納付してください。
　口座振替をお申し込みの方は指定の口座から
引き落とされます。

町 民 税 ・ 県 民 税

普通徴収（個人で納付）
【会社員などで給与所得がある人】
　給与支払者（会社など）が６月から翌年５月
までの年12回に分けて毎月の給与から差し引
き、納税者に代わって町へ納付します。
　給与からの特別徴収になる方には、勤務先か
ら特別徴収税額の決定通知書（納税義務者用）
が交付されます。

給与からの特別徴収

　令和４年度の町民税・県民税の年税額が決定しましたので、該当する方には税額決定・納税通知書
を６月に発送します。
　納付方法は以下の３つの方法があります。
　（所得内容や年齢などの条件により、２つ以上の納付方法となる場合があります。）

　日本年金機構等の年金保険者からの年金振込通知書等に「個人住民税額」と記載がありますが、
個人住民税とは「町民税・県民税」のことです。
　年金保険者から通知された「個人住民税額」と町からの通知の「町民税・県民税」額が異なる場
合、町からの通知の額が令和４年度の個人住民税額（町民税・県民税）の正しい額ですので、理解
いただきますようお願いします。

公的年金からの特別徴収（天引き）

◎問合せ　　税務課町民税係　☎（81）1817

～令和４年度に65歳以上の人の公的年金にかかる町民税・県民税の納付方法～
●令和３年度から引き続き、年金からの
　引き落としになる人（継続）

※税額に変更があった場合などには、公的年金からの特別徴収が中止になることがあります。特別徴収が中止となった場合は、
　改めて通知書でお知らせします。

●令和４年度から新たに（改めて）年金からの
　引き落としになる人（10月開始）

年金からの特別徴収（天引き）納付
方法

徴収月

税額

４月 ６月 ８月 10月 12月 翌年2月

仮徴収 本徴収

前年度（令和３年度）の
公的年金に係る年税額
の半分の額を３回に分
けて引き落とし

今年度（令和４年度）の
公的年金に係る年税額
から仮徴収分を差し引
いた残りの額を３回に
分けて引き落とし

納付
方法
納付・
徴収月

税額

６月 ８月 10月 12月 翌年2月

普通徴収
（納付書または口座振替）

特別徴収
（年金からの引き落とし）

今年度（令和４年度）の
公的年金に係る年税額
の半分の額を２回に分
けて納付書または口座
振替などで納付

今年度（令和４年度）の
公的年金に係る年税額
の残りの半分の額を３
回に分けて引き落とし

税額決定・納税通知書の送付について税額決定・納税通知書の送付について

【年金所得がある人】
　公的年金を受給している人は、町民税・県民税のうち公的年金の所得にかかる税額を公的年金か
らの特別徴収（天引き）により納付します。
【対象（以下のすべてに該当する人）】
・令和４年４月１日時点で65歳以上（昭和32年４月２日以前生まれ）の人
・令和３年中に支払われた公的年金等の所得に係る町民税・県民税が課税になる人
・介護保険料が特別徴収（天引き）されている人
ただし、公的年金等の所得から計算した税額が老齢基礎年金等の額を超える方は対象とはなりません。
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住民税に関する

疑問・悩みに
お答えします

住民税住民税

　県民税と町民税を総称して一般的に「住民
税」または「町県民税」と呼んでいます。ま
た、住民税には 個人にかかるものと法人に
かかるものがあるため、個人にかかる住民税
を「個人住民税」と呼びます。

A

A

A

A

　住民税は１月１日に住所を有する市区町村
で課税されますので、１月２日以降に住所を
町外へ移されても新住所地で課税はされませ
ん。

　お勤め先の経理や給与の担当者に相談して
ください。事業所が特別徴収可能ということ
であれば、事業所が町に「普通徴収から特別
徴収への変更依頼書」を提出することで手続
することができます。
※過誤納を防ぐため、事業所には納付済月数
　や期別を正確にお伝えいただくようお願い
　します。
※納期限を過ぎてしまった税額を特別徴収へ
　切り替えることはできませんのでご注意く
　ださい。

　町県民税は前年中（１～12月）の所得に基づい
て課税されます。現在収入がない場合でも、前年中
の所得により算出し、課税される場合は納税通知書
をお届けすることとなります。また、退職時に一括
徴収された町県民税は前々年の所得に対して課税さ
れたものとなります。

　町から日本年金機構等の年金保険者に年金特別徴
収の依頼を行ってから、実際に年金特別徴収される
税額に反映されるまで数ヶ月かかります。
　そのため、年金特別徴収税額の変更等が年金振込
通知に反映されない場合があります。正しい税額
は、町からお送りする納税通知書の税額です。

　年金から特別徴収させていただくのは、公的年金
等の所得に係る税額のみです。年金以外の所得があ
る場合には、年税額から年金からの特別徴収額を除
いた残りの額を納付書で納めていただくことになり
ますので、二重払いにはなりません。

　年金からの特別徴収については、４・６・８月
（仮徴収）と10・12・２月（本徴収）で特別徴収
税額の算定方法が異なります。仮徴収は前年度の公
的年金等の所得に係る年税額の２分の１を３回に分
けて引き落としします。本徴収は、公的年金等に係
る町県民税の今年度の年税額のうち、仮徴収で納め
た分を差し引いた残りを３回に分けて引き落としま
す。そのため、８月と10月で税額に差異が生じる
場合があります。

　お勤め先の事業所から町に「特別徴収に係
る給与所得者異動届出書」を提出していただ
きます。
　残額の納付方法については以下の３つがあ
ります。

A

A

A

A

・ご本人が後日税務課から送付される納付書
　で納める。
・事業所が最後の給与から一括天引きする。
・転勤先で継続して給与天引きする。

住民税と町民税・県民税は
違うのですか？

年の途中で転出した場合の住民税は、
新住所地で課税されるのですか？

再就職したので、町県民税を
給与天引きにしたいのですが、
どうしたらよいですか？

昨年会社を退職し、現在収入はありません。
退職時に町県民税は一括で納めました。
今年６月に納税通知書が届きましたが
どうしてですか？

日本年金機構等からの年金振込通知と
町からの納税通知書とで住民税額が
違うのはなぜですか？

年金から特別徴収されているのに
納税通知書が届きました。
二重払いにはなりませんか？

８月に比べて10月の年金特徴額が大幅に
増えた（減った）のはなぜですか？

会社を退職した場合、町県民税の
納め方はどうなりますか？

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q
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　保険料を未納の状態のままにすると、老齢基礎年金が減額になったり、受給できなくなったりするほか、病気
や怪我、死亡など不測の事態が発生した時に、障害基礎年金や遺族基礎年金等が受給できない場合があります。
　免除制度の種類は、申請免除、納付猶予、学生納付特例、法定免除、産前産後期間の免除があります。免除が
承認された期間は、老齢基礎年金を請求する際の受給資格期間に算入されるとともに、それぞれの割合で受給額
に反映されます。
　もしものときの生活保障のために、免除の手続を行いましょう。

免除制度を活用しましょう
～国民年金保険料を納めることが困難な場合は、
　　　　　　　　万一のために保険料免除制度を活用しましょう～

本人・配偶者・世帯主 の所得によって、保険料の納付が免除される制度です。

対象となる所得が未申告の場合、免除の審査が遅れることがあります。

　令和４年度の免除申請の受付は、令和４年７月１日から開始され、令和４年７月分から令和５年６月分までの
期間を対象として審査が行われます。
　また、２年１か月前の月分まで遡及して申請をすることができます。

１．全額免除：保険料の全額（月額16,590円）が免除されます。
　　　　　　　免除が認められた期間は、老齢基礎年金受給時に１／２として年金額が計算されます。
　　　　　　　【H21.３月までは２／６】
２．一部免除：保険料の一部を納付することにより、残りの保険料が免除（３／４・半額・１／４）されます。
　　　　　　　免除が認められた期間は、老齢基礎年金受給時にそれぞれの割合で年金額が計算されます。（一部納付）

◆３／４免除（１／４＝月額4,150円納付）
◆半 額 免 除（半額＝月額8,300円納付）
◆１／４免除（３／４＝月額12,440円納付）

指定された保険料を納めていない場合は、一部免除は認められず、
未納期間として取り扱われます。

◎免除対象となる所得基準額の「目安」：令和３年中所得

世帯構成（例） 全額免除
一 部 納 付

３／４免除
単身世帯（扶養０人）
２人世帯（扶養１人）
４人世帯（妻と子２人を扶養）

  57万円
  92万円
162万円

  93万円
142万円
230万円

半額免除
141万円
195万円
282万円

１／４免除
189万円
247万円
335万円

※本人・配偶者・世帯主の所得が、それぞれ該当することが必要です。
※一部免除の「目安」は、社会保険料（国民年金、国民健康保険、介護保険）について、一定の金額を納付し　
ていると仮定して計算しています。
※「２人世帯」および「４人世帯」は、夫または妻のどちらかのみに所得がある世帯の場合
※「４人世帯」の子は、ともに16歳未満の場合

★令和４年７月１日からが申請対象期間になります。（令和４年度）
★令和４年６月以前の月分は、申請免除と同じく２年１か月前までの月分まで遡及して申請ができます。
★50歳未満（学生を除く）の国民年金加入者は、本人及び配偶者の所得が、申請免除の全額免除と同基準に該
　当すれば、保険料の納付が猶予されます。
※納付猶予期間は、年金の受給資格期間に算入されますが、受給額の計算には反映されませんので、ご注意ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

受給割合5／8【H21.３月までは３／６】
受給割合6／8【H21.３月までは４／６】
受給割合7／8【H21.３月までは５／６】

納付猶予制度

申請免除制度
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年金未納をストップ！年金未納をストップ！年金未納をストップ！年金未納をストップ！
～国民年金保険料を納めることが困難な場合は、
　　　　　　　　万一のために保険料免除制度を活用しましょう～



学生納付特例制度

　ねんきんダイヤル　　　　　　☎0570（05）1165
　栃木年金事務所　国民年金課　☎（22）6074
　住民課国保年金係　　　　　　☎（81）1827

申請窓口：住民課国保年金係または稲葉・南犬飼出張所

◎問合せ

免除・猶予申請の手続

★令和４年４月１日からが申請対象期間となります。（令和４年度）
★令和４年３月以前の月分は、申請免除と同じく２年１か月前までの月分まで遡及して申請ができます。
★在学中、毎年度申請手続が必要です。
★所得基準額……学生自身の所得が、申請免除の半額免除と同基準に該当すれば、保険料の納付が猶予されます。
※学生納付特例期間は、年金の受給資格期間に算入されますが、受給額の計算には反映されませんので、ご注意ください。

20歳以上の学生（修業年限１年未満の科目履修生等を除く）が対象の猶予制度です。

　失業（退職）に伴う特例制度では、申請者・配偶者・世帯主のうち、失業（退職）者を審査から除外しますの
で、通常よりも有利な審査となります。審査基準は、全額免除・一部免除に準じますので、前表の所得基準額を
参照ください。

　法令に定められた下記の項目に該当すると、保険料の納付が全額免除されます。
●障害基礎年金、障害厚生（共済）年金の１級・２級を受給されている方
●生活保護法による生活扶助を受けている方

　申請免除・納付猶予・学生納付特例制度の承認を受けた期間は、その期間から10年以内であれば、あとから
納付することができます。ただし、３年度目からは加算額が上乗せされますので、ご注意ください。

　国民年金第１号被保険者が出産した場合に、保険料の納付が全額免除されます。免除された月は、保険料納付
済期間に算入され、老齢基礎年金の受給額に反映されます。
　保険料を既に納付された方や申請免除が承認された方も該当になりますので、対象の方は届出を行ってください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　原則、毎年度の申請が必要です。（一部の全額免除･納付猶予承認者及び法定免除・産前産後期間の
免除を除く）
必要なもの（共通）：マイナンバーまたは基礎年金番号がわかるもの
　　　　　　　　　　窓口に来る方の本人確認ができるもの
＜その他申請に必要なもの＞
●学生納付特例制度　　　　　学生証のコピー（在学期間がわかるもの）または在学証明書
●失業者に対する特例制度　　雇用保険受給資格者証、雇用保険被保険者離職票または雇用保険被保険者
　　　　　　　　　　　　　　資格喪失確認通知書
●産前産後期間の免除制度　　母子健康手帳

●対 象 者

●対 象 外
●該当期間

第１号被保険者で、平成31年２月１日以降に妊娠85日以上（13週目～）の出産をされた方
（死産・流産・早産された方を含みます）
海外居住中の任意加入者
単胎：出産（予定）月の前月から出産（予定）月の翌々月分まで
多胎：出産（予定）月の３か月前から出産（予定）月の翌々月分まで

失業（退職）者に対する特例制度

産前産後期間の免除制度

法 定 免 除 制 度

保険料の追納について
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　保険料率は、高齢化の進展や医療技術の進歩等の影響による１人当たりの医療費の増加等に対応す
るため、２年に一度見直されることとなっています。
　令和４・５年度の保険料率等については、次のとおりとなります。

　農業・農村の活性化に向けて、全国各地で女性委員が活躍しているなか、
栃木県では壬生町だけ、女性農業委員がいません。
　豊かな農村を守り、地域農業を元気にしていくためには、女性の力が必
要です。農業や地域活動に熱心に取り組むあなたも、ぜひ農業委員になっ
てください！

　所得の低い方に対する均等割軽減、後期高齢者医療被保険者の資格を取得する前日まで被用者保険
の被扶養者であった方に対する保険料軽減措置は、令和４年度も継続されます。

・均等割額とは、被保険者全員に等しく負担していただくものです。
・所得割率とは、被保険者の所得に応じて負担していただく所得割額を算出するために用いる
　割合のことです。
・賦課限度額とは、賦課される保険料（年額）の上限額のことです。

均等割額

所得割率

賦課限度額

４３，２００円

８．５４％

６４０，０００円

４３，２００円

８．５４％

６６０，０００円

令和２・３年度 令和４・５年度

（変更なし）

（変更なし）

軽減措置について

令和４年４月からの
後期高齢者医療制度の保険料率等について

◎問合せ　栃木県後期高齢者医療広域連合　☎028（627）6805（代表）

12

農業・農村にいまこそ女性の力を！
～農業委員会への女性登用の推進～
農業・農村にいまこそ女性の力を！

①農地法に基づく許認可など（法令業務）
②地域農業の振興を図るための活動
③農業施策に関する意見の公表、行政機関への建議
　高齢化、後継者不足、耕作放棄地の増加など農業の情勢が
　刻々と変わる中、女性ならではのネットワーク、情報、コミ
　ュニケーション力を活かし地域の課題に向き合いましょう。

◎問合せ　農業委員会事務局　☎（81）1875

今後のスケジュール（令和４年度）農業委員会の業務は？
令和４年12月頃

令和５年２月頃

令和５年３月頃

農業委員募集実施の広報・
ウェブサイト掲載

募集に関する説明会

募集に関する推薦・公募受付

・農地を守り活かす………
　責任のある仕事だけに、その分やり甲斐もあります。

・農業者の代表として………
　農業者や集落の声を行政・政策へ反映します！

・魅力ある農業づくりへのお手伝い………
　農地の集積・集約、新規就農のお手伝いをしています。



厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

〇労働保険の電子申請は「e-Gov」（https://shinsei.e-gov.go.jp/）から
　行うことができます。
〇労働保険関係手続（一部手続を除く）は、Gビズ IDを利用して手続する
　ことができます。
〇労働保険料の納付は、金融機関の窓口に行かなくても口座振替や電子納付が可能です。

労働保険のお手続きは「電子申請」をぜひご活用ください！
自宅やオフィスから24時間いつでも申請や届出が可能です。
また、労働保険料の納付は口座振替や電子納付が便利です。

労働保険に関するお知らせ

壬生町国民健康保険にご加入の方へ

　国民健康保険税について、賦課限度額の見直しと新たに未就学児の均等割額軽減制度が導入されま
すので改正内容についてお知らせします。

　国民健康保険加入者の保険税負
担の公平性の確保のため、基礎課
税分と介護納付金分の賦課限度額
について令和２年度税制改正の賦
課限度額に引き上げます。

　国の制度改正に合わせ、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、国民健康保険に加入している未就学
児に係る均等割額の２分の１を軽減します。（低所得者に対する軽減対象世帯の未就学児については、軽
減後の均等割額から軽減されます）申請手続は不要です。

令和４年度

未就学児の均等割額軽減

賦課限度額の見直し

※未申告世帯については、低所得者に対する軽減は適用されませんので、所得の申告をお願いします。
※未就学児均等割額軽減後の税額が賦課限度額を超えている場合は、賦課限度額が税額となります。
※未就学児の人数や加入月数により、軽減額の端数が異なる場合があります。

12,450円

9,960円

6,225円

3,735円

4,100円

3,280円

2,050円

1,230円

16,550円

13,240円

8,275円

4,965円

33,100円

26,480円

16,550円

9,930円

軽減非該当世帯

２割軽減世帯

５割軽減世帯

７割軽減世帯

基礎課税
（医療）分

後期高齢者
支援金分

軽減後
合計額

（参考）
軽減前合計額区　分

国民健康保険税 のお知らせ

令和４年度の国民健康保険税の納税通知書は7月12日に発送します

◎問合せ　税務課諸税係　☎（81）1819・1879
ご加入のみなさまのご理解とご協力をお願いします。

改正

【未就学児１人当たりの軽減後の均等割額】

６１万円

１９万円

１６万円

９６万円

６３万円

１９万円

１７万円

９９万円

＋２万円

　　０円

＋１万円

＋３万円

基礎課税（医療）分

後期高齢者支援金分

介護納付金分

合計額

現　行 改正後 引き上げ額区　分
【賦課限度額】
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労働保険に関するお知らせ



児童手当制度の一部変更について児童手当制度の一部変更について

１所得上限限度額の新設について
　所得額が上限額を超えている場合、６月分以降の手当が支給対象外となります。
２現況届の提出が原則不要になります
　毎年６月に提出していた現況届が原則不要となります。
※一部受給者については引き続き現況届の提出が必要です。下記内容をご確認ください。

所得上限限度額の新設について1
　児童を養育している方の前年所得が表１の（２）以上の場合、６月分（10月支給分）からの手当が支給されなくなり
ます。また資格が消滅となります。
　資格が消滅となったあとに、所得上限限度額を下回った場合、改めて認定請求書の提出が必要となりますので、ご注
意ください。制限限度額（１）以上で所得上限度額（２）未満の方は、特例給付（月額5,000円）での支給です。

現況届の提出が原則不要になります2
　現況届とは、毎年６月１日の状況を把握し（前年の所得、児童の養育状況など）、６月分以降の児童手当等の支給を
審査するものです。
　令和４年度の現況届から受給者の現状を公簿等で確認することで、現況届の提出は不要となります。ただし次に該当
する方は提出が必要です。提出が必要な方は町から現況届を送付しますので、期日までに提出をお願いします。期日ま
でに提出がない場合は６月分以降の手当が受けることができません。
　　・離婚協議中で配偶者と別居している人
　　・配偶者からの暴力等により、住民票の住所と異なる市区町村で児童手当を受給している人
　　・支給要件児童の戸籍や住民票がない人（いわゆる無国籍児童）
　　・法人である未成年後見人や、施設等の受給者の人
　　・その他、町からの提出の案内があった人

各種届出について3
　以下の変更事項があった人は市町村に届出が必要です。
　・児童を養育しなくなったことなどにより、支給対象となる児童がいなくなったとき
　・受給者や配偶者、児童の住所が変わったとき（他の市区町村や海外への転出を含む）
　・受給者や配偶者、児童の氏名が変わったとき
　・一緒に児童を養育する配偶者を有するに至ったとき、または児童を養育していた配偶者がいなくなったとき
　・受給者の加入する年金が変わったとき（受給者が公務員になったときを含む）
　・離婚協議中の受給者が離婚をしたとき
　・国内で児童を養育している人として、海外に住んでいる父母から「父母指定者」の指令を受けている人で、父母が
　　帰国したとき

※収入の目安は、給与収入のみで計算されています。あくまで目安であり、実際は給与所得控除や医療費控除、雑損控
　除等を控除したあとの所得額で確認します。
※扶養親族等の数は、所得税法上の同一生計配偶者及び扶養親族（里親に委託されている児童や施設に入所している児
　童を除きます。以下「扶養親族等」といいます）並びに扶養親族等でない児童で前年の12月31日に生計を維持し　
　たものの数をいいます。
※扶養親族等の数に応じて限度額（所得ベース）は、１人につき38万円（扶養親族等が70歳以上の同一生計配偶者又
　は、老人扶養親族であるときは44万）を加算した額になります。

表１　所得制限、限度額確認票

表２　支給額早見表

※必要な届出が遅れたために過払いが発生した場合は、過払い分を返還していただきます。

改 正

所得制限限度額（１） 所得上限限度額（２）
所得額（万円） 所得額（万円）収入額の目安（万円） 収入額の目安（万円）

622
660
698
736

扶養親族等の数

０人
１人
２人
３人

858
896
934
972

833.3
875.6
917.8
960　

1071
1124
1162
1200

児童手当の額（１人当たりの月額）
一　　律
第１・２子
第３子以降
一　　律
一　　律
一　　律

所得制限限度額を越える方（１）
所得上限限度額を超える方（２） 支給対象外

所得制限限度額を
越えない方

支
　
給
　
額

月額  15,000円
月額  10,000円
月額  15,000円
月額  10,000円
月額    5,000円

児童手当制度の一部変更について児童手当制度の一部変更について

児童の年齢
３歳未満

３歳以上小学生以下

中学生

６月分から児童手当の制度が一部変更になります。

14

６月から

◎問合せ　こども未来課子育て支援係　☎（81）1864



令和４年４月末現在で39.49％の方が個人番号（マイナンバー）
カードを取得しています。申請していない方、受け
取りに来ていない方はぜひ取得をお願いします！
６月個人番号（マイナンバー）カード役場本庁交付日程表

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時45分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時30分

日 月 火 水 木 金 土

10

16

9

午前９時から
午後４時45分

24

17

23

11

12 13 15

6

18

19 20 22

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

3029

25

26 27

14

21

28

75 8

32 41

稲葉・南犬飼出張所でも交付を行っています。
※出張所での交付は完全予約制となりますので、本庁住民課までお電話ください。

◎問合せ　住民課　☎（81）1824
　　　　　受付時間　平日午前８時30分から午後５時15分
　　　　　　　　　　※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、
　　　　　　　　　　　年末年始（12月29日から１月３日）は除きます

＊土・日曜日の交付は完全予約制となります。また、この時間でのマイナンバーカードの申請と
　マイナポイントに関する手続は対応していません。

◎コンビニ交付取扱店舗
　全国のセブンイレブン、ローソン、ファミリーマート
　ミニストップ他
◎コンビニ交付利用時間
　６：30～23：00（12月29日～１月３日及びメンテ
　ナンス日を除く）
◎証明交付手数料
　１通　２００円

コンビニ交付で取得できる証明書の種類が増えます！！ ・住民票の写し
・印鑑登録証明書
・所得証明書が取れます。
６月中旬から住民税決定証明
書が取れるようになります。

15

壬生町ＰＲラジオ番組の放送します
　ＣＲＴ栃木放送にて、今年度も年に４回壬生町の魅力をＰＲするラジオ番組「みぶナビ」を
放送します。壬生町のふるさと夢大使サトウヒロコさんと、パーソナリティ、壬生町職員が出
演する予定です。ぜひお聴きください。

○第１回放送日　６月14日（火）15：45頃
　　　　　　　　Accent～アクセント～内

◎問合せ　総合政策課情報デジタル係　☎（81）1814



主催：壬生町女性団体連絡協議会　壬生町教育委員会
◎問合せ　生涯学習課生涯学習係　☎（81）1873

【講師紹介】

「木久蔵流
　頑張らない子育て」
　　　　　   ＆ 落語

昭和50年９月29日生まれ　東京都出身　玉川大学文学部芸
術学科演劇専攻卒業
1995年10月　林家木久蔵（初代）「現・木久扇」に入門　
1996年２月　前座入り　芸名「林家きくお」となる。
2007年９月　真打ち昇進に際し、落語界史上初の「ダブル
親子襲名」を行い、二代目・林家木久蔵を襲名する。古典落
語を中心に演じ、また、講演会では「木久蔵流、コミュニケー
ション術」「木久蔵流・笑うが一番」等の演題等で行っている。

○託児サービス（要予約）を実施します。
※母子保健推進員または子育て支援センター登録の元保育士等が対応します。ご希望の方は、事前に生涯学習課にお申
　込みください。（１歳以上の未就学児を対象とします）

○駐車場には限りがありますので、なるべく乗り合わせのうえご来場ください。

○発熱等の症状のある方、体調が悪い方は入場をご遠慮ください。また、マスク着用、手指消毒等

　感染防止対策へのご協力をお願いします。

入場料

無 料

【講師】　林家 木久蔵 氏

6月26日
城址公園ホール（壬生中央公民館）大ホール
壬生町本丸一丁目８番33号

300名
６月１日（水）～15日（水）
午前９時～午後５時（土日祝日を除く）

どなたでも参加できます

無料

午後1時30分～（開場  午後１時）

日　  時

会　  場

定　  員

申込日時

対　  象

入 場 料

壬生町男女共同参画講演会

日

16

はやし　　や　　　　　き　　　く　　　ぞう

（来場には事前申込みが必要です。お電話または
　下記二次元バーコードよりお申込みください）

お申込みは
こちらから→

「木久蔵流
　頑張らない子育て」
　　　　　   ＆ 落語



　
【
み
ぶ
ま
る
か
ら
一
言
】

　

楽
し
み
方
に
も
自
分
の
プ
ラ
ス
に
な
る
楽
し
み
方
と
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
楽
し
み
方
が
あ
る
ん
だ
ね
。
プ
ラ
ス
に
な
る
楽

し
み
方
を
心
が
け
て
い
き
た
い
ね
。そ   

ど
く                            

み   

ぶ  

ろ
ん  

ご   

こ    

ぎ 

じ
ゅ
く

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
か
ら
10
時
ま
で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
こ
の

『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
を
使
っ
た
素
読
の
教
室
《
壬
生
論
語
古
義
塾
》
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
論
語
素
読
の
テ
キ
ス
ト
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
か
ら
、

章
句
を
紹
介
し
ま
す
。

み
　
ぶ
ろ
ん
ご
　
こ
ぎ 

し
ょ
う

【
九
一
】

こ
う   

し       

い
わ              

え
き 

し
ゃ
さ
ん
ら
く      

そ
ん 

し
ゃ
さ
ん
ら
く       

れ
い
が
く       

せ
っ

                    

た
の                    

ひ
と       

ぜ
ん        

い                            

た
の                    

け
ん
ゆ
う

お
お                                        

た
の                          

え
き
　
　
　
　      

き
ょ
う
ら
く      

た
の

い
つ 

ゆ
う      

た
の                    

え
ん 

ら
く      

た
の                           

そ
ん

今
月
の

（
67
）

（
季
氏
第
十
六
）

孔
子
の
曰
く
、
益
者
三
楽
、
損
者
三
楽
。
礼
楽
を
節
す
る

こ
と
を
楽
し
み
、
人
の
善
を
道
う
こ
と
を
楽
し
み
、
賢
友

多
か
ら
ん
こ
と
を
楽
し
む
は
、
益
な
り
。
驕
楽
を
楽
し
み
、

佚
遊
を
楽
し
み
、
宴
楽
を
楽
し
む
は
、
損
な
り
。 

　
先
生
が
言
わ
れ
た
。
「
有
益
な
楽
し
み
が
三
つ
、
損
失
と
な
る

楽
し
み
が
三
つ
あ
る
。
礼
楽
（
礼
法
と
音
楽
）
を
お
り
め
正
し
く

行
う
こ
と
を
楽
し
み
、
人
を
ほ
め
る
こ
と
を
楽
し
み
、
優
れ
た
友

が
多
い
こ
と
を
楽
し
む
の
は
有
益
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
ご
っ
て

わ
が
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
こ
と
を
楽
し
み
、
怠
け
て
遊
ぶ
こ
と
を
楽

し
み
、
酒
盛
り
に
ふ
け
る
こ
と
を
楽
し
む
の
は
損
失
で
あ
る
」

知事と語ろう！とちぎ元気フォーラム
参加者募集

県政について、みなさんの声をお聞かせください

と　き：令和４（2022）年７月30日（土）
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ：壬生町役場 新庁舎大会議室
　　　　（壬生町大字壬生甲3841-1）
定　員：５０名
　　　　（定員を超えた場合は抽選により決定します）

iｎ壬生

参加には事前申込みが必要です
【対　　象】県内に在住、通勤・通学している方
【申込方法】申込書兼参加アンケート（チラシの裏面※）
　　　　　　に記入のうえ、ＦＡＸ、メール、郵送により
　　　　　　申込みください。
     　　　　※申込書兼参加アンケートは県ＨＰからもダウンロードできます
【締め切り】７月13日（水） （参加決定者には、参加証を送付します）

【申込み・問合せ先】
　　〒320-8501（住所記入不要）
　　栃木県 広報課 広聴担当
    　　         ＴＥＬ 028（623）215８
      　　       ＦＡＸの申込みは　 → 028（623）2160
      　　       メールの申込みは　→ kocho@pref.tochigi . lg. jp

※新型コロナウイルスの感染状況により中止となる
　場合がございますので、予めご了承ください。
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パブリックコメントのお知らせ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○目的
　令和４年５月６日に壬生町役場庁舎が移転したこと
に伴い、旧庁舎跡地の利活用につきまして、令和３年
度より外部有識者等から構成される本庁舎跡地等活用
検討委員会及び庁内検討委員会において議論を重ねま
して、旧庁舎跡地利活用の基本的整備方針を示す「壬
生町本庁舎跡地利活用基本計画（案）」を作成しまし
た。
　つきましては、本計画（案）に対する住民の皆さまか
らのご意見を広く募集します。お寄せいただきました
意見を参考に、今後の計画策定手続を進めるととも
に、意見に対する町の考え方等を整理し、後日、公表
します。
○募集期間
　６月６日（月）～７月５日（火）　30日間
○意見の提出ができる方
　町内に住所を有する方、町内に通勤または通学する
方、町内に事務所または事業所を有する方、町税の納
税義務者その他本計画について利害を有する方
○本計画案の閲覧方法
　以下の場所でご覧いただけます。
　①総合政策課企画調整係　②稲葉出張所
　③南犬飼出張所　④町公式ウェブサイト
　※町公式ウェブサイトを除き、閲覧は土・日・祝日

　　を除く平日の午前８時30分から午後５時15分まで
　　となります。
○意見の提出方法
　パブリック・コメント記入用紙（町公式ウェブサイ
ト及び閲覧可能施設に設置）により、次のいずれかの
方法で提出してください。いずれの場合も、あて先は
「壬生町総合政策課」宛でお願いします。
　①郵送（〒321-0292、壬生町壬生甲3841-1）また
　　は持参（土・日・祝日を除く平日の午前８時30分
　　から午後５時15分まで）
　②ＦＡＸ（28）6718
　③電子メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
　※電話による受付はしませんのでご了承ください。
○意見の取り扱い
　提出されましたご意見の概要及び検討結果につきま
しては、町公式ウェブサイトに公開します。併せて総
合政策課で閲覧することが出来ます。
　※ご意見をいただいた方の氏名等の公開及びご意見
　　に対する個別の回答はしません。また、ご意見の
　　内容が類似する場合は取りまとめて公開する場合
　　があります。

◎問合せ　総合政策課企画調整係　☎（81）1813

「壬生町本庁舎跡地利活用基本計画（案）」に対して
　 ご意見をお聞かせください

大型商業施設について
　６月～７月にかけてコストコホールセール壬生倉庫店とカインズ壬生店がオープン予定
となっています。オープン時には周辺道路の渋滞が予想されますのでご注意ください。

名　　称：コストコホールセール壬生倉庫店
所 在 地：壬生町大字安塚3360
店舗業態：会員制倉庫店

名　　称：カインズ壬生店
所 在 地：壬生町大字安塚3378
店舗業態：ホームセンター

コストコホールセール壬生倉庫店概要 カインズ壬生店概要
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No. タイトル名 対象 参加費日にち/期間 時　　間 場所 定員 申込期間/方法

◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855

４ ムシが集まる木を
さがしてみよう

8：40～10：30 親子 6/10（金）9：00～、
電話か来所にて（先着順）

無料7/10（日） ７組
受付：
ぱなぱな
工房

５ 10：00～11：30
花巾着と帯飾りを
つくろう

６組 6/16（木）9：00～、
電話か来所にて（先着順）

7/16（土） 1,000円
（1セット）

小学生以上
の親子
（２人１組）

ぱなぱな
工房

６ カヌー体験教室
＊各日開催

各日各回
12名

①10：00～12：00
②13：30～15：30

7/16（土）
7/17（日）

各日1ヶ月前9：00～、
電話か来所にて（先着順）

1,500円小学３年生
～大人

受付：
カヌーの
家

1 ヤギと友だちに
なろう！

当日会場にて（先着順）10：00～11：00
＊1組約5分

10組 100円
（１組）

どなたでも6/18（土）
なかよし
農園
ヤギ舎

３ 親子で『アイス皿』を
つくろう

1,500円
（１組）

５組①10：00～12：00
②13：00～15：00

7/3（日） 6/3（金）9：00～、
電話か来所にて（先着順）

小学生の親
子
（２人１組）

ぱなぱな
工房

２ オオムラサキの
放蝶会

6/25（土） ６組 無料10：00～11：30
４歳～小学
生の親子
（２人１組）

5/25（水）9：00～、
電話か来所にて（先着順）

ぱなぱな
工房

ゆうがおスポーツクラブ
フェスティバル

　町の総合型地域スポーツクラブ「ゆうがおスポーツクラブ」の活動を地域の方々に知っていただくための教室体験
イベントです。今回は10周年記念イベントとなります。いろいろな教室の体験が無料で出来ますのでぜひご参加ください。
　詳しくはウェブサイトをご覧ください。

会　場
参加料
持ち物

種　目

総合運動場・体育館
無　料
室内用シューズ

その他 参加者全員に参加記念品を差し上げます。
各種目を体験していただいた方を対象に抽選会
をおこないます。

・ランニング・バレトン・テニス
・ボルダリング・太極拳・健康体操

◎問合せ 総合型地域スポーツクラブ「ゆうがおスポーツクラブ」事務局
☎（51）6022　FAX （51）2943　
メール　yuugaosc@cc9.ne.jp　ウェブサイト　http://www.cc9.ne.jp/̃yuugaosc

ゆうがおスポーツクラブ
フェスティバル

ゆうがおスポーツクラブ
フェスティバル

the 10th anniversary

7月9日（土）９：00から12：30終了
受付（8：45から）
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薬
物
依
存
症
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

家
族
は
ど
う
関
わ
っ
た
ら
良
い
の

か
わ
か
ら
な
い
…
…

同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

他
の
ご
家
族
と
一
緒
に
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
初
め
て
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
職
員
に
よ
る
事
前
面

談
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
電
話
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
７
月
７
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

○
場
所　
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
本

館
（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１
）

◎
申
込
・
問
合
せ　
県
南
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
生
活
衛
生
課　
生
活

薬
事　
☎
０
２
８
５（
22
）６
１
１

９
（
祝
休
日
を
除
く
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

○
試
験
日
時　
10
月
９
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

○
試
験
会
場

第
１
会
場
：
宇
都
宮
大
学
（
峰
キ

ャ
ン
パ
ス
）

第
２
会
場
：
と
ち
ぎ
健
康
の
森

○
試
験
案
内
（
申
込
書
）
の
配
布

配
布
期
間　
６
月
１
日（
水
）〜
30

日（
木
）

配
布
場
所

町
役
場
の
介
護
保
険
担
当
窓
口

○
受
験
申
込
書
の
受
付

・
受
付
期
間　
６
月
10
日（
金
）〜

30
日（
木
）

・
受
付
方
法　
試
験
案
内
書
に
同

封
の
封
筒
で
簡
易
書
留
に
て
送
付

（
６
月
30
日
当
日
消
印
有
効
）

※
期
間
外
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

○
受
験
料　
１
３
，
８
０
０
円

◎
問
合
せ　
栃
木
県
知
事
指
定
試

験
実
施
機
関　

社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福
祉

協
会　
生
き
が
い
健
康
部
生
き
が

い
づ
く
り
課

☎
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

　
人
生
１
０
０
年　
壬
生
で
学
び

生
き
る
‐
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
社
会
を
目

指
し
て
‐
を
テ
ー
マ
に
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
と
資
産
運
用
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。

○
講
師　
福
田
陽
子

○
日
時　
６
月
25
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

○
場
所　
生
涯
学
習
館
講
堂

○
対
象　
一
般
成
人

○
参
加
費　
１
０
０
円（
お
茶
代
）

◎
申
込
・
問
合
せ　

福
田　
☎（
86
）０
１
５
３

間
中　
☎（
86
）１
７
８
３

　
栃
木
県
で
は
高
校
生
の
保
護
者

等
を
対
象
に
合
同
企
業
説
明
会

（
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
、
企
業
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
企
業
個
別
説
明

会
）
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時 

７
月
２
日（
土
）

【
第
一
部
】
午
後
１
時
〜
２
時
30

分
（
受
付 

正
午
〜
）

【
第
二
部
】
午
後
３
時
〜
４
時
30

分
（
受
付 

午
後
２
時
30
分
〜
）

○
場
所

栃
木
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
大
会
議
室

（
宇
都
宮
市
東
今
泉
２
丁
目
１
‐

21
）

○
対
象
者

高
校
生
の
保
護
者
等
（
１
０
０

名
）
※
先
着
順
・
事
前
予
約
制

○
参
加
企
業
数　
各
部
15
社
程
度

○
申
込
み

業
務
委
託
事
業
者（
株
）ワ
ー
ク
エ

ン
ト
リ
ー
へ
メ
ー
ル
で
申
込
み

メ
ー
ル

◎
問
合
せ

栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部
労
働
政

策
課　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２

２
４

○
対
象
と
な
る
住
宅　

県
産
出
材

を
一
定
量
以
上
使
用
し
て
新
築

・
増
改
築
を
行
う
住
宅

○
補
助
金
額　
県
産
出
材
の
使
用

量
に
応
じ
て
５
〜
40
万
円（
新
築
）

（
伝
統
工
芸
品
等
使
用
で
上
乗
せ

補
助
あ
り
）、５
〜
15
万
円
（
増
改

築
）
※
補
助
金
交
付
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
。

〇
申
請
先　

宇
都
宮
市
新
里
町
丁
２
７
７
‐
１

栃
木
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会

〇
詳
細
に
つ
い
て　
栃
木
県
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
と

ち
ぎ
材
の
家
づ
く
り
」
で
検
索

◎
問
合
せ　
栃
木
県
環
境
森
林
部

林
業
木
材
産
業
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
７
７

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　

　

町
で
は
、「
壬
生
町
寝
具
洗
濯

乾
燥
消
毒
事
業
」
を
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。
各
地
区
の
民
生
委
員

を
通
し
て
利
用
希
望
者
を
把
握
し

て
い
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
項
を
ご
理
解
い
た
だ
き
担
当

地
区
の
民
生
委
員
を
通
し
て
申
込

み
く
だ
さ
い
。

○
実
施
時
期　
７
月
及
び
11
月

○
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
で

家
族
等
の
援
助
（
住
民
税
な
ど
の

扶
養
関
係
を
含
む
）
が
受
け
ら
れ

な
い
方
が
対
象
で
す
。

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

・
重
度
の
身
体
障
が
い
者
（
身
体

障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
）
の
方

○
実
施
枚
数 

寝
具
の
洗
濯
は
、

掛
布
団
、
敷
布
団
お
よ
び
毛
布
の

う
ち
３
枚
ま
で
と
な
り
ま
す
。

 

羽
毛
布
団
は
不
可
で
す
。

○
利
用
料　
住
民
税
課
税
世
帯
の

方
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
と
し
て
、

実
費
の
１
割
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・
料
金
は
枚
数
に
関
係
な
く
一
律
、

洗
濯
乾
燥
消
毒
７
７
０
円
で
す
。

・
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
無
料
で

す
。

・
利
用
料
金
は
利
用
決
定
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

・
洗
濯
及
び
乾
燥
消
毒
に
要
す
る

日
数
は
10
日
程
度
で
す
。

お し ら せ

と
ち
ぎ
材
の
家
づ
く
り

支
援
事
業
【
最
大
50
万

円
も
ら
え
ま
す
】

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー　
第
２
回

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
資
産
運
用

募
集
募
集

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

講
座
講
座

令
和
４
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
の
ご
案
内

薬
物
依
存
症
家
族
の
集
い

（
つ
ど
い
）

「
壬
生
町
寝
具
洗
濯
乾
燥
消

毒
」
の
利
用
希
望
に
つ
い
て

ふ
く  

だ  

よ
う  

こ

20

第
１
回
「
高
校
生
の
保
護
者

の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

info@
w
e-tochigi.sakura.ne.jp



お し ら せ

令
和
４
年
度　
八
坂
祭
中
止

に
つ
い
て

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

あ
き
地
の
管
理
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う

み
ぶ
ま
ち
健
康
の
貯
金
箱

中止

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

21

※
町
委
託
の
業
者
が
ご
自
宅
に
連

絡
し
、
直
接
寝
具
の
回
収
・
納
品

を
行
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
☎（
81
）１
８
３
０

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ

元
気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60

歳
以
上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き

ま
せ
ん
か
？
説
明
会
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
日
程
で
は
都
合
が

つ
か
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
７
月
１
日（
金
）午
後
１

時
30
分
〜
（
30
分
程
度
）

○
場
所　
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
研
修
室
（
役
場
新
庁
舎

の
西
）

○
入
会
資
格　

 

・
町
内
在
住
の
、
原
則
60
歳
以
上

の
方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

（
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
、
賛
同
さ
れ
る
方

○
説
明
会
内
容　
入
会
資
格
説
明

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
説
明
・

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
・
質
疑

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

　　
長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち

主
、
元
大
工
さ
ん
な
ど
が
技
と
心

で
研
ぎ
ま
す
。

○
日
時　

７
月
12
日（
火
）　
旧
役
場
庁
舎

（
駐
車
場
北
西
側 

車
庫
）

７
月
19
日（
火
） 

南
犬
飼
出
張
所

（
東
側 

自
転
車
置
場
）

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
０
０
円
、

出
刃
４
０
０
円
、
剪
定
ハ
サ
ミ
４

５
０
円
、
刈
込
ハ
サ
ミ
・
ナ
タ
５

０
０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、

割
り
増
し
１
０
０
円
〜
５
０
０
円

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４

６
８
２　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）４
６
８
７

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
て
、
７
月
の
八
坂

祭
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

　
健
康
の
貯
金
箱
が
５
月
１
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
健

康
目
標
を
立
て
て
取
り
組
み
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
を
50
ポ
イ
ン
ト
以
上

集
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
箱
・
応
募
用
紙
は
健
康
福
祉

課
、
稲
葉
出
張
所
、
南
犬
飼
出
張

所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
の
健
診
を
受
け
ら
れ
る
方
へ
は

健
診
結
果
に
応
募
用
紙
が
同
封
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
健
康

増
進
係　
☎（
81
）１
８
８
５

　
管
理
さ
れ
て
い
な
い
あ
き
地
で

は
、
雑
草
が
繁
茂
し
、
病
害
虫
の

発
生
源
と
な
る
ば
か
り
か
、
ご
み

の
不
法
投
棄
を
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
あ
き
地
は
「
壬

生
町
あ
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す

る
条
例
」
に
お
い
て
、
適
正
に
管

理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
あ
き
地
は
所
有
者
も
し
く
は
管

理
者
の
責
任
で
管
理
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
保

全
係　
☎（
81
）１
８
３
４

○
犬
を
家
族
に
迎
え
た
ら
、
ま
ず

町
に
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
た
に
犬
を
飼
う
場
合
（
購

入
、
贈
与
等
）
、
飼
い
主
は
犬
を

飼
い
始
め
て
か
ら
30
日
以
内
に
町

に
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
（
た
だ
し
、
出
生
の
場
合
は

90
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
30
日
以

内
）
（
狂
犬
病
予
防
法
第
４
条
）

　
登
録
さ
れ
た
犬
に
は
鑑
札
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
鑑
札
は
愛
犬
の
住

民
票
で
す
。
も
し
、
愛
犬
が
住
所

移
転
や
死
亡
し
た
場
合
は
必
ず
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
日
本

国
内
で
犬
を
飼
育
す
る
場
合
、
年

１
回
必
ず
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
（
狂
犬
病
予
防
法
第

5
条
）

　
狂
犬
病
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
狂
犬
病
は
、
犬
に
限
ら

ず
ヒ
ト
も
含
め
、
全
て
の
ほ
乳
類

に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
狂
犬
病
は
発
症
す
る

と
致
死
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
。
つ

ま
り
、
発
症
し
て
し
ま
っ
て
は
、

現
代
の
医
学
で
は
助
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
近
年
、
日
本
で
の

発
症
例
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
世
界
的
に
は
、
毎
年
、
狂
犬

病
に
よ
り
数
万
人
が
亡
く
な
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ほ
乳
類
の
密
輸
等
に
よ
っ
て
狂
犬

病
が
い
つ
日
本
に
入
っ
て
く
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
狂
犬
病
の
予
防
注
射

は
、
愛
犬
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
人

を
守
る
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。

○
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
（
栃
木
県
条
例
）

　
犬
は
多
く
の
場
合
、
飼
い
主
に

は
従
順
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の

人
に
従
順
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
放
し
飼
い
や
き
ち
ん
と
つ
な
い

で
い
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
飼
い

犬
が
ほ
か
の
人
や
犬
を
傷
つ
け
た

場
合
、
飼
い
主
が
そ
の
責
任
を
と

り
、
損
害
賠
償
を
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
飼
い
犬
は
つ
な
ぐ

か
、
清
潔
な
お
り
に
入
れ
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。
（
壬
生
町
条
例
）

　
自
分
の
敷
地
や
家
の
前
に
犬
の

ふ
ん
が
落
ち
て
い
た
ら
不
快
に
思

い
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
公
園

で
犬
が
ふ
ん
を
し
て
、
誰
も
そ
れ

を
片
付
け
な
か
っ
た
ら
ど
う
思
い

ま
す
か
？

　
犬
の
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
は
、飼
い

主
が
守
る
べ
き
最
低
限
の
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
で
す
。
ふ
ん
は
必
ず
持
ち

帰
り
、
適
正
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
尿
も
適
切
に
処
理
し
ま
し

ょ
う
。
（
壬
生
町
条
例
）

　
他
人
の
家
の
軒
先
や
電
信
柱
な

ど
は
、
臭
い
が
残
っ
て
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
散
歩
の
前
に
は
必
ず
犬

の
排
泄
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
尿



お し ら せ

浄
化
槽
設
置
整
備
費
補
助
金

（
家
庭
用
）
に
つ
い
て

町
の
下
水
道
不
明
水
対
策
に

つ
い
て

油
脂
類
を
公
共
下
水
道
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い

下
水
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
性
能
に
優
れ
た
「
環
境

配
慮
型
浄
化
槽
」
の
設
置
を
！

浄
化
槽
11
条
検
査
の
受
検
に

つ
い
て

22

を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
水
で

流
し
た
り
、
さ
せ
る
場
所
を
考
え

て
散
歩
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
愛
犬
は
家
族
の
一
員
で
す
。
社

会
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
大
切
に
飼

育
し
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
の
登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射

に
つ
い
て
の
届
出
、
問
合
せ

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

☎（
81
）１
８
３
４

◎
動
物
に
関
す
る
ご
相
談
は

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

　
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
し
野
生
動
物
に
出
会
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、
威
嚇
や
追
い

払
う
等
の
行
動
を
せ
ず
、
ゆ
っ
く

り
と
後
退
し
、
静
か
に
そ
の
場
を

離
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
野
生
動

物
に
よ
る
農
業
被
害
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
野
生
動
物
を
街
へ
寄
せ
付
け
な

い
た
め
に
、
茂
み
の
あ
る
場
所
の

ヤ
ブ
の
刈
り
払
い
や
、
餌
と
な
る

生
ご
み
や
野
菜
く
ず
を
放
置
し
な

い
な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
大
型
の
野
生
動
物
を
目
撃

し
た
り
、
野
生
動
物
に
よ
る
農
業

被
害
を
発
見
し
た
際
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
農
政
課
農
村
保
全
係

☎（
81
）１
８
４
０

野
生
動
物
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
専
用
住
宅
に
浄
化
槽

を
設
置
す
る
方
に
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　
対
象
区
域
内
に
お
い

て
、
専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
人
。

○
補
助
額　
浄
化
槽
の
種
類
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
単
独
処
理

浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
転
換
に
伴
う
宅
内
配
管
工
事
費

に
つ
い
て
も
補
助
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

○
対
象
区
域　
公
共
下
水
道
事
業

計
画
区
域
及
び
農
業
集
落
排
水
事

業
計
画
区
域
を
除
く
壬
生
町
行
政

区
域
。

　　　
「
環
境
配
慮
型
浄
化
槽
」は
、省

電
力
や
浄
化
能
力
・
コ
ン
パ
ク
ト

化
等
機
能
が
向
上
さ
れ
た
浄
化
槽

で
、
そ
の
普
及
は
、
よ
り
一
層
の

生
活
環
境
の
保
全
に
貢
献
し
ま
す
。

ま
た
市
町
村
が
、「
環
境
配
慮
型
浄

化
槽
」
を
対
象
に
浄
化
槽
設
置
整

備
費
補
助
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、

国
か
ら
の
交
付
金
が
有
利
と
な
り

自
治
体
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　　
11
条
検
査
と
は
毎
年
１
回
定
期

的
に
行
う
検
査
で
す
。
こ
れ
ら
の

検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
、
き
れ
い
な
処
理
水

が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

栃
木
県
の
指
定
す
る
機
関
（
一
般

社
団
法
人　

栃
木
県
浄
化
槽
協

会
）
が
検
査
す
る
も
の
で
、
浄
化

槽
（
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
も

含
む
）
を
設
置
し
て
い
る
方
は
必

ず
こ
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
11
条
検
査
に
関
す
る
手
続
は
通

常
の
保
守
点
検
と
同
様
に
保
守
点

検
業
者
へ
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
『
法
定
検
査
を
受
け
な
い

と
、
法
を
執
行
す
る
町
長
か
ら

「
検
査
を
受
け
る
よ
う
」
勧
告
・

命
令
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
違
反
す

る
と
30
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
』

　　
不
明
水
と
は
、
汚
水
（
し
尿
及

び
生
活
雑
排
水
）
の
み
を
処
理
す

る
下
水
道
処
理
施
設
に
、
何
ら
か

の
理
由
で
雨
水
や
地
下
水
な
ど
が

流
入
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
は
下
水
道
管
の
老
朽

化
に
よ
る
ひ
び
や
隙
間
な
ど
か
ら

の
流
入
以
外
に
、
各
家
庭
の
雨
水

管
誤
接
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
不
明
水
が
発
生
す
る
と
、
下
水

道
処
理
施
設
の
処
理
能
力
を
超
え

た
水
量
が
流
入
し
て
施
設
へ
の
負

担
が
大
き
く
な
り
処
理
が
不
安
定

と
な
る
こ
と
か
ら
、
水
環
境
が
悪

化
し
て
し
ま
い
、
下
水
処
理
費
用

も
そ
の
分
増
加
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ご
自
宅
の
下
水
を
流
し
て
い

る
排
水
設
備
に
破
損
が
な
い
か
ど

う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　
料
理
店
な
ど
油
脂
類
を
輩
出
す

る
事
業
所
は
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
設
置
し
、
適
切
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
は
）

　
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
は
、
厨

房
そ
の
他
調
理
場
等
か
ら
の
排
水

に
含
ま
れ
る
油
脂
類
を
分
離
浮
上

さ
せ
て
収
集
す
る
た
め
の
装
置
で

す
。
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
管
理

が
適
切
に
行
わ
れ
な
い
と
、
次
の

よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
た
め
、
適

切
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
内
の
残
り
が
腐
敗

し
悪
臭
が
生
じ
る
。

・
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
内
に
油
脂

類
が
大
量
に
溜
ま
る
と
、
油
脂
類

が
分
離
さ
れ
な
い
ま
ま
下
水
道
管

に
流
れ
、
管
の
閉
そ
く
が
生
じ
る
。

（
左
記
写
真
）

（
な
お
上

記
の
よ
う

な
基
準
を

超
え
る
下

水
を
排
除

す
る
こ
と

に
よ
っ
て

公
共
下
水

道
の
施
設

が
被
害
を

受
け
た
場

合
、
そ
れ

に
よ
っ
て

生
じ
た
修

繕
等
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
は
負
担
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
み
取
り

式
便
所
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
汚
水
の
処
理
が
し
尿
の
み
と

な
り
、
生
活
雑
排
水
（
台
所
・
洗

濯
・
風
呂
な
ど
の
排
水
）
は
、
そ

の
ま
ま
水
路
や
河
川
な
ど
に
流
さ

れ
て
い
ま
す
。
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
の
放
流
水
の
汚
れ
は
、
下
水

道
施
設
や
生
活
雑
排
水
を
あ
わ
せ

て
処
理
を
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

か
ら
の
放
流
水
と
比
べ
る
と
約
８

単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
み
取

り
式
便
所
使
用
者
の
方
へ
の

お
願
い



倍
に
も
な
り
ま
す
。

　
水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
一

日
も
早
く
、
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
へ
の
接
続
ま
た
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
を
し
ま
し

ょ
う
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
下
水
道
課

☎（
81
）１
８
５
８

　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー

タ
ー
器
及
び
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
お
客
様
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

適
切
な
管
理
を
重
ね
て
お
願
い
し

ま
す
。

○
期
間　
７
月
１
日（
金
）〜
10
日

（
日
）

○
特
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
事

項・
期
間
中
、
愛
犬
は
出
入
口
や
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所

に
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
鉄
板
、
資
材
、
植
木
鉢
、
車
、

洗
濯
機
な
ど
）

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き

れ
い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
水
、
砂
、
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
）

・
家
屋
の
増
改
築
の
際
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
や
す
い
と
こ

ろ
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
止
水
栓
か
ら
宅
地
内

の
給
水
装
置
（
給
水
管
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
等
）
に
つ
い
て
は
、

お
客
様
の
管
理
区
分
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
漏

水
等
の
修
繕
は
、
お
客
様
に
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
３
ヶ
月
に
１
度
、
水
道
水
の
放

射
性
物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
随
時
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）２

２
６
０
（
徴
収
事
務
受
託
者　
㈱

日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
振
替

後
、
６
月
20
日
ご
ろ
に
、
口
座
振

替
済
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
口

座
振
替
済
通
知
書
に
は
、
車
検
用

納
税
証
明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、
車
検
を
受
け
る
際
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
済
通
知
書
が
届
く
よ

り
前
に
車
検
を
受
け
る
際
は
、
前

年
度
の
口
座
振
替
済
通
知
書
（
車

検
用
納
税
証
明
書
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
口
座
振
替
済
通
知
書

に
つ
い
て
い
る
車
検
用
納
税
証
明

書
の
証
明
書
有
効
期
限
は
、
15
日

間
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
）

　
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
町
住
民

課
、
ま
た
は
稲
葉
・
南
犬
飼
出
張

所
窓
口
で
車
検
用
納
税
証
明
書

（
無
料
）
を
発
行
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
税
務
課
収
税
係　

☎（
81
）１
８
１
６

　
車
道
や
歩
道
の
一
部
に
、
あ
な

た
の
所
有
地
か
ら
樹
木
が
張
り
出

し
た
り
、
雑
草
が
繁
茂
し
た
り
し

て
、
車
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
歩
行
者
や

車
両
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

原
因
と
な
っ
た
樹
木
等
が
生
え
て

い
る
土
地
の
所
有
者
が
管
理
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
民
法
第
７
１
７
条
、
道
路
法
第

43
条
）

　
な
お
、
私
有
地
か
ら
張
り
出
し

て
い
る
樹
木
等
は
、
土
地
所
有
者

の
方
に
所
有
権
が
あ
る
た
め
、
町

で
剪
定
・
伐
採
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
民
法
第
２
３
３
条
）

　
道
路
法
第
30
条
及
び
道
路
構
造

令
12
条
で
は
、
建
築
限
界
と
い
い
、

「
道
路
上
の
安
全
な
通
行
を
確
保

す
る
た
め
、
車
道
の
上
空
４
・
５

ｍ
、
歩
道
の
上
空
２
・
５
ｍ
の
範

囲
内
に
障
害
と
な
る
も
の
を
置
い

て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
で

円
滑
な
通
行
が
で
き
る
よ
う
、
あ

な
た
の
所
有
さ
れ
て
い
る
土
地
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
建
設
課
管
理
係

☎（
81
）１
８
５
０

　
町
で
は
、
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
７
月
か
ら
９
月
の
期

間
に
発
生
す
る
資
源
物
の
売
却
入

札
を
下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

１.
売
却
す
る
資
源
物

　
可
燃
系
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑

誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
）
及

び
、
不
燃
系
資
源
物
（
ア
ル
ミ
缶

プ
レ
ス
、
鉄
缶
プ
レ
ス
、
鉄
ク
ズ

〈
雑
品
〉
）

２.
入
札
参
加
方
法
等

 
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

の
「
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源

物
売
却
入
札
説
明
書
（
令
和
４
年

度
第
２
四
半
期
分
）
」
を
一
読
し
、

ご
承
知
の
上
、
申
込
く
だ
さ
い
。

 

ま
た
、
今
回
の
入
札
に
参
加
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
６
月
３
日（
金
）

ま
で
に
入
札
参
加
資
格
登
録
の
手

続
が
済
ん
で
い
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
別
途
、
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
の
「
令
和
４
年

度
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源
物

買
取
事
業
者
入
札
参
加
資
格
登
録

者
募
集
要
項
」
を
併
せ
て
一
読
し
、

ご
承
知
の
上
、
申
込
く
だ
さ
い
。

○
日
時 

６
月
14
日（
火
）　
午
前

10
時
〜

○
場
所　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー　
２

階　
会
議
室

○
対
象　
資
源
物
買
取
事
業
者
入

札
参
加
資
格
登
録
者

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
清
掃
セ

ン
タ
ー　
☎（
82
）３
４
２
４

○
対
象　
県
内
に
在
住
す
る
18
歳

以
上
の
方
か
ら
２
，０
０
０
名
を

無
作
為
抽
出

○
期
間　
６
月
10
日（
金
）〜
30
日

（
木
）

○
実
施
方
法  

調
査
票
を
郵
送
し

ま
す
。（
個
人
の
情
報
は
厳
守
し

ま
す
）　
　
　

◎
問
合
せ　
県
広
報
課　

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

お し ら せ

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
樹

木
等
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
お
知

ら
せ

令
和
４
年
度
第
２
四
半
期
壬

生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源
物

売
却
入
札
の
実
施
に
つ
い
て

止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の
給
水

装
置
の
漏
水
に
つ
い
て

放
射
性
物
質
測
定
結
果
に
つ

い
て

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

23

栃
木
県
政
世
論
調
査
に
協
力

く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
済

通
知
書
に
つ
い
て



　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
月
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
６
月
は
国
体
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
準
備
等
に
よ
り
、
６
月

３
日（
金
）〜
６
日（
月
）、
６
月
17

日（
金
）〜
21
日（
火
）の
期
間
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時

６
月
７
日（
火
）　　
　
　
　

 

　

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

６
月
12
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

６
月
30
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
７
時

７
月
12
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

７
月
17
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
３
時

７
月
28
日（
木
） 

　
午
後
３
時
〜
７
時

○
場
所　
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム

○
使
用
料
金　

一
人
に
つ
き
１
時
間
１
５
０
円

（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
は
１
時
間
１
０
０
円
）

使
用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

◎
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施

設
係　
☎（
82
）２
３
４
５

○
日
時　
７
月
３
日（
日
）・
９
日

（
土
）・
17
日（
日
）・
23
日（
土
）・

31
日（
日
）

 

午
後
１
時
〜
５
時

○
会
場　
壬
生
町
総
合
運
動
場
テ

ニ
ス
コ
ー
ト　
Ｄ
Ｅ
Ｆ
コ
ー
ト
使

用
予
定

○
内
容　
①
初
級
コ
ー
ス
（
初
心

者
・
未
経
験
者
等
）

②
中
級
コ
ー
ス
（
経
験
者
等
）

○
参
加
資
格　
町
在
住
、
ま
た
は

在
勤
の
男
女

小
学
生
以
上
の
町
在
学
の
児
童
・

生
徒

○
参
加
申
込　
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
事
務
局
へ
申
し
込
む
か
、
教
室

の
当
日
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
テ
ニ
ス
の
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
参
加
料　
無
料

◎
問
合
せ　
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

事
務
局　
大
塚
春
海

☎（
82
）９
８
３
２　
携
帯
０
９
０

（
９
０
０
３
）９
５
３
５

　
○
主
催　
壬
生
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会

○
日
時　
７
月
11
日（
月
）

　
集
合
締
切
時
刻
８
時
半
（
遅
刻

し
た
場
合
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

※
小
雨
延
期
（
８
時
決
定
）

延
期
の
場
合
は
、
７
月
18
日（
月
）

に
実
施
予
定

○
会
場　
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広

場○
参
加
資
格　
町
在
住
の
方

○
申
込
方
法　
当
日
会
場
に
て
受

付○
参
加
料　
５
０
０
円
（
協
会
登

録
者
は
無
料
）

○
協
会
へ
の
登
録

年
間
会
費
４
，
０
０
０
円

（
町
協
会
費
２
，
５
０
０
円
、

県
協
会
費
１
，
０
０
０
円
、
公
益

法
人
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
費
５
０
０
円
）

○
持
参
品　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
用
品
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
申

し
出
て
く
だ
さ
い
）

◎
問
合
せ　

壬
生
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長　
星
野
ト
ヨ

☎（
82
）１
８
８
７

　　　　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所

で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い

ま
す
。（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご
み

ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
６
月
24
日（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　

町
ふ
れ
あ
い
交
流
館

（
し
の
の
め
公
園
内
）

○
参
加
費　
１
０
０
円

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い

ま
す
。（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

　
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
６
月
19
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午

○
場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル　
　
　

○
参
加
費　
１
０
０
円

《
共
通
事
項
》

◎
申
込
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

お し ら せ

〜
み
ん
な
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

楽
し
も
う
〜
参
加
者
大
募
集

令
和
４
年
度　
第
２
回
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

介
護
介
護

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
福
来（
ふ

っ
く
）ら
」の
開
催
に
つ
い
て

壬
生
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
指
導
日

お
お
つ
か
は
る  

み

ほ
し  

の
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今すぐ、勇気を出して ☎0280-30-7070
※公的書類の提出・面接可能な方！！

※お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。
〒306-0011　茨城県古河市東３－５－13　旧イトーヨーカドー南側

男性10,000円  女性5,000円 登録費は別途必要

体験入会活動費

相談室
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お
話
を
聴
い
て
貰
い
た
い
方
、

お
話
を
聴
い
て
く
れ
る
方
が
い
な

い
方
、
話
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
方
、
な
ん
で
も
丁
寧
に
お

聴
き
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
個
別
対
面
で
、
会
員
が
お
話
を

聴
き
し
ま
す
。
会
員
は
男
女
あ
わ

せ
て
54
名
で
、
全
員
傾
聴
ス
キ
ル

を
習
得
し
て
い
ま
す
。

○
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
際
に
ご

希
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前

に
問
合
せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を

他
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
日
時

①
６
月
17
日（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時

②
７
月
４
日（
月
）

午
前
10
時
〜
11
時

○
場
所 

①
十
二
支
館
（
元
玉
田
商
店
）
至

宝
１
‐
３
‐
34

②
社
会
福
祉
法
人
せ
せ
ら
ぎ
会

「
ゆ
る
り
」
安
塚
２
０
３
２

　
場
所
が
２
か
所
に
な
り
ま
し
た
。

十
二
支
館
…
毎
月
第
３
金
曜
日

社
会
福
祉
法
人
せ
せ
ら
ぎ
会
「
ゆ

る
り
」
…
原
則
毎
月
第
１
月
曜
日

　
マ
ス
ク
の
着
用
と
、
検
温
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

○
参
加
費　
無
料

◎
問
合
せ　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」
会
長 

佐
藤　
☎（
82
）３
９
０
２

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
82
）７
８
９
９

　
親
に
代
わ
っ
て
養
育
す
る
里
親

を
応
援
す
る
の
が
栃
木
フ
ォ
ス
タ

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
す
。
里
親
制

度
の
普
及
啓
発
や
里
親
の
募
集
、

研
修
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
養
育
の
支

援
な
ど
里
親
へ
の
包
括
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
栃
木
県
で
は
親
に
代
わ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
を
一
定
期
間
養
育
す

る
里
親（
と
ち
の
き
フ
ォ
ス
タ
ー
）

に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
求
め

て
い
ま
す
。
養
育
期
間
は
、
子
ど

も
の
状
況
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
何
か
を
し
て
あ

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
養
育

を
し
て
み
た
い
方
、
あ
な
た
も

「
と
ち
の
き
フ
ォ
ス
タ
ー
」
に
な

り
ま
せ
ん
か
？　
ご
質
問
、
ご
相

談
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
栃
木
フ
ォ
ス
タ
リ
ン

グ
セ
ン
タ
ー　
宇
都
宮
市
駒
生
町

１
８
３
７
‐
３

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
日
曜
日
、

月
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

☎
０
２
８（
６
１
２
）６
９
７
０

メ
ー
ル

　
町
内
全
域
か
ら
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
小
規
模
特
認
校
『
壬
生

町
立
羽
生
田
小
学
校
』
を
見
学
す

る
こ
と
で
、
少
人
数
で
の
教
育
の

良
さ
を
生
か
し
、
魅
力
あ
る
教
育

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
羽
生
田
小
学
校
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
当
日
の
急
な
参
観

や
説
明
会
か
ら
の
途
中
参
加
も
可

能
で
す
。

　
マ
ス
ク
等
の
感
染
症
対
策
を
し

て
、
お
子
様
と
一
緒
に
学
校
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
７
月
２
日（
土
）

　
受
付　
午
前
10
時
10
分
〜

　
全
校
合
奏　
午
前
10
時
20
分
〜

　
説
明
会　
午
前
11
時
35
分
〜

○
場
所　
羽
生
田
小
学
校
（
大
字

羽
生
田
２
１
３
９
番
地
１
）　
　

○
入
学
資
格　
入
学
資
格
は
、
次

の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

①
町
内
に
居
住
す
る
新
入
生
ま
た

は
、
町
内
小
学
校
の
在
校
生
で
あ

る
こ
と
。

②
原
則
と
し
て
、
４
月
１
日
に
就

学
で
き
る
こ
と
。

③
原
則
と
し
て
、
卒
業
ま
で
在
学

で
き
る
こ
と
。

④
通
常
学
級
の
生
活
や
学
習
に
適

応
で
き
る
こ
と
。

⑤
保
護
者
は
、
学
校
の
教
育
活
動

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
賛
同
し
、
か
つ

協
力
で
き
る
こ
と
。

◎
問
合
せ　

羽
生
田
小
学
校  

☎（
82
）１
０
２
２

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎（
81
）１
８
７
０

　

栃
木
県
で
は
、〝
子
ど
も
を
育

む
た
め
の
大
人
の
基
本
理
念
や
行

動
指
針
〞
と
し
て
、
平
成
22
年
２

月
に
「
と
ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲

章
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
憲
章
は
、
県
民
が
力
を
合

わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育

て
て
い
く
た
め
に
、
大
人
が
具
体

的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
分
か
り
や

す
く
示
し
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希

望
を
持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く

成
長
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
大
人

が
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、毎
年
７
月
は
、「
青
少
年

の
非
行
・
被
害
者
防
止
全
国
強
調

月
間
」
、
11
月
は
、「
子
ど
も
・
若

者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ

生
涯
学
習
課　
☎（
81
）１
８
７
２

お し ら せ

栃
木
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

〜
大
人
の
責
任
と
役
割
〜

〜
憲
章
の
理
念
を
実
践
し
ま
し

ょ
う
〜

小
規
模
特
認
校
「
壬
生
町
立

羽
生
田
小
学
校
」の
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
の
開
催
に
つ
い
て

こ
ど
も

こ
ど
も

tfc2021@
circus.ocn.ne.jp

〒150-0021　東京都渋谷区恵比寿西1-16-3　吉房ビル４階
〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

48年の実績

「
傾
聴
の
部
屋
」
の
ご
案
内
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子育て支援センター
「縁日ごっこ」参加者募集のお知らせ
　お祭り気分が味わえる「縁日ごっこ」に、親子で参加
しませんか？踊りやゲームやお面、くじ引きなど一緒に
楽しみましょう。
○日時　７月15日（金）・16日（土）
　　　　①午前９時～10時
　　　　②午前10時30分～11時30分
○場所　子育て支援センターつばめ
○対象　町内在住未就学児親子
○定員　子供60人（各日30人まで）各時間帯15人
　　　　※子供１人につき、保護者１名まで
○参加費　無料
○申込　６月13日（月）～電話又は来所にて受付
　　　　定員になり次第締切
○持ち物　水分補給用飲み物・エコバック等

ファミリーサポートセンター講習会
「乳幼児の生活と遊び」参加者募集のお知らせ
　子供が元気にすくすく育つためにヒントになるお話で
す。保護者もホッと笑顔になれる講習会、一緒に楽しく
学びませんか？
○講師　子育てコンシェルジュ　荒井千幸氏
○日時　７月13日（水）午前10時～正午
○場所　子育て支援センターつばめ
○対象　町内在住未就学児親子・ファミリーサポートセ
　　　　ンター協力及び両方会員
○定員　親子15組
○参加費　無　料
○申込　６月６日（月）～電話または来所にて受付
　　　　定員になり次第締切
○持ち物　水分補給用飲み物

《共通事項》
○お願い　感染症対策の為、参加者のマスク着用と消毒、
　　　　　当日の検温と体調確認のご協力をお願いします。
◎問合せ　子育て支援センターつばめ　☎（86）0132
　　　　　（午前９時から午後４時30分まで）

『ようこそひよこへ』参加者募集
　出産おめでとうございます！　赤ちゃんの初めてのお
でかけに子育て支援センターひよこに来てみませんか？
保健師による講話と赤ちゃんとの触れ合い遊び、体操な
どみんなで楽しく遊びましょう！　赤ちゃんの気になる
体重測定やちょっとした不安や悩みの相談もできます。
育児の情報交換や子育ての仲間づくりに【ひよこデビュ
ー】してみませんか？
○日時　７月12日（火）　午前10時～11時15分
○場所 児童館
○対象　初めてひよこを利用する生後２か月～５か月く
　　　　らいの赤ちゃんと保護者
○内容　保健師による健康講話・赤ちゃんとママの体操
　　　　親子触れ合い遊び・情報交換など
○募集人数　定員５組
　　　　　　水分補給用飲み物（ミルク等）
◎申込・問合せ　６月27日（月）から電話で申込み
　　　　　　　（定員になり次第締切）
『ベビトレヨガ教室』参加者募集
　産後のお母さんの心と身体を緩めながら、脳科学に基
づき赤ちゃんの成長に合わせて一緒に楽しめるベビトレ
ヨガを体験しましょう！ママも赤ちゃんも笑顔になれる
こと間違いなしです。
○日時　６月20日（月）　①午前９時30分～10時40分
　　　　　　　　　　　②午前10時30分～11時40分
○場所　児童館
○対象　産後２か月～１年以内の保護者と児童（町在住
　　　　者・産後１回のみの参加）
○講師　山中志穂氏
○定員　①・②各コース５組
○参加費　無料
○持ち物　マスク着用・バスタオル・汗拭きタオル・水
　　　　　分補給用飲み物（ミルク等）
　　　　　お気に入りのおもちゃ
○申込　６月６日（月）～定員になり次第締切
　　　　（電話で受付）
　　　　12月・２月にも開催予定
『産後の骨盤ストレッチ教室』参加者募集
　妊娠・出産・そして毎日忙しい育児に追われているママ。
　産後の１年が骨盤のゆがみを解消するチャンス。個別
に骨盤の状態を診てもらいながら簡単にできるストレッ
チでボディーメンテナンスをしませんか？！
○日時　７月11日（月）　①午前９時30分～10時40分
　　　　　　　　　　　②午前10時30分～11時40分
○場所 児童館
○講師　疋田整骨院　柔道整復師　久米翔太氏
○対象　産後２か月～１年以内の保護者の方（町在住者）
　　　　と児童　
○募集人数　定員５組（産後１回のみの参加）
　　　　　　９月・11月・１月・３月にも開催予定
○申込　６月27日（月）から電話で申し込み（定員になり
　　　　次第締切）
《共通事項》
○持ち物　マスク着用・バスタオル・タオル・お気に入
　　　　　りのおもちゃ
◎申込・問合せ　子育て支援センターひよこ　
　　　　☎（82）3309（午前９時～午後４時30分まで）

『赤ちゃんのスリープ講座』参加者募集
　子育て中のパパとママ！お子さんの寝かしつけに悩ん
でいませんか？
生活リズムひとつで寝かしつけのいらない子どもになる
スリープ講座。講師の寝かしつけアドバイザーから話を
聞いたその日から、赤ちゃんもママもぐっすりに！　
○日時　７月８日（金）
　　　　午前10時～11時　　　　　　　　　
○場所 子育て支援センターつばめ
○講師　寝かしつけアドバイザー　鈴木明日香氏
○対象　０歳～未就園の児童と保護者
○内容　講話
○募集人数　親子８組程度　
○申込　６月27日（月）から電話で申し込み（定員になり
　　　　次第締切）

すず き   あ  す  か

やまなか し   ほ

く　めしょう た

26

からのおしらせつばめ 子育て支援センター からのおしらせひよこつばめ ひよこ

あら い  ち  ゆき



児童館からのお知らせ
はじめての児童館
　児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日時　６月15日（水）　午前10時～11時
○内容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム・自
　　　　由遊び
○対象　はじめて児童館を利用する親子　　
○申込　前日までに電話で申込み

未就園児親子教室【ミッキータイム】
○日時　６月22日（水）・７月６日（水）
　　　　午前10時～11時　６組
○内容　体操・製作・季節の遊び・読み聞かせ
○対象　１歳３ヶ月以上の未就園児と保護者
　　　　（なかよしルーム会員以外の方）
○申込　前日までに電話で申込み

マミータイム
【ハワイアンリボンストラップ】
　小物づくりをきっかけに子育て・ママ友づくりを応
援します。　　　　　　　　　
○日時　６月24日（金）
　　　　午前９時30分～10時30分　４組
　　　　午前10時30分～11時30分　４組
○内容　クラフトタイム・読み聞
　　　　かせ・自由遊び
○対象　未就園児親子　８組　　
○申込　前日までに電話で申込み

【絵画教室】
～描くテーマの標語を考えてきましょう～
○日時　７月26日（火）　午前10時～正午
○講師　加藤千代氏（染色家）
○対象　小学生（定員８名）
○参加費　100円　
○持ち物　課題の規定サイズの画用紙・絵具・鉛筆・
　　　　　消しゴム　室内履き・水筒・ハンカチ

【親子竹あかり教室】
～竹にドリルで穴をあけて
　オリジナルの竹あかりを作ろう～
○日時　７月30日（土）　
　　　　①午前10時～11時
　　　　②午前11時～正午
○講師　壬生町観光ガイドボランティア
　　　　落合英行氏　高山重隆氏　荻原二三雄氏
○対象　小学生親子
　　　　（①・②各定員５組、
　　　　ドリルを使用するので
　　　　保護者同伴）
○参加費　100円　
○持ち物　室内履き・水筒・ハンカチ
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【勾玉づくり教室】
～石を削って磨いて古代の首飾りを作ってみよう～
○日時　８月３日（水）
　　　　①午前10時～11時
　　　　②午前11時～正午
○講師　栃木県埋蔵文化財センター職員
○対象　小学生及び小学生親子（①・②各定員５名）
○参加費　200円　
○持ち物　室内履き・水筒・ハンカチ

【押し花教室】
～押し花のトリック貯金箱づくり～
○日時　８月５日（金）　
　　　　①午前10時～11時
　　　　②午前11時～正午
○講師　今井美砂子氏
○対象　小学生及び小学生親子（①・②各定員5名）
○参加費　500円　
○持ち物　室内履き・水筒・ハンカチ

【作って遊ぼうサイエンス教室】
～回して遊ぼう！何を作るかお楽しみ～
○日時　８月９日（火）
　　　　①午前10時～11時　　
　　　　②午前11時～正午
○講師　鯉沼博氏
○対象　小学生（①・②各定員５名）
○参加費　500円　
○持ち物　室内履き・水筒・ハンカチ

《夏休み小学生対象教室共通事項》
○申込方法　６月27日（月）～参加費を添えて直接児童
　　　　　　館までお越しください。
　　　　　　定員になり次第締切ります。

《共通事項》
○場所 町児童館
◎問合せ　こども未来課児童館　☎（82）7388

こいぬまひろし

いま い  み  さ  こ

おちあいひでゆき　　　 たかやましげ たか          おぎわら ふ  み  お

か とう  ち   よ

児童館より夏休み小学生対象教室のお知らせ



　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ども
向けの読み聞かせを開催しています。

・おはなしひろば
　６月４日（土）・11日（土）・18日（土）・25日（土）
　７月２日（土）・９日（土）・16日（土）・23日（土）・
　30日（土）
　午前10時～10時30分

・親子おはなし会
　（０・１・２才向け）
　６月16日（木）・７月21日（木）
　午前10時～10時30分

《共通事項》
○場所　図書館２階会議室
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

お し ら せ

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ
　コロナ禍が続く中、自宅で読書をしたり、DVD
を観たりする時間が増えているかと思います。「何
か本を読みたい」、「映画を観たい」と思ったと
き、ぜひ図書館をご利用ください。
　町民の方は、どなたでも無料でご利用いただけま
す。
　図書館の貸出券をお持ちでない方は、住所・氏名
が確認できるものを用意してご来館ください。

◆開館時間　午前９時～午後７時
◆休館日　月曜日（祝日の場合は開館、夏休み期間
　　　　　中は休館日なし）、年末年始、特別整理
　　　　　期間
◆貸出期間　２週間
◆借りられる数

◆図書館ホームページにて、開館日の確認や資料検
　索等が行えます。
　http：//www.library.mibu.tochigi. jp/

　「あじさいの小箱」を作ります。ご一緒に楽しみ
ましょう。
○日時　①６月28日（火）　②６月30日（木）
　　　　午前10時～12時
　　　　（※両日とも同じ作品を作ります）
○場所　図書館２階会議室
○定員　各回とも先着10名
○参加費　無料
○申込　６月１日（水）　
　　　　午前９時より申込み開始
○持ち物　特に無し
◎申込・問合せ
　図書館読書ボランティア「おはなしアライグマ」
　　　　　　　　緑川和子　☎090-6154-0118

壬生町立図書館をご利用ください！

図書館キャラクター：ミブラ

○移動図書館（BM）６月の日程

藤井小学校
睦小学校
壬生北小学校
安塚小学校
羽生田小学校
稲葉小学校
壬生東小学校

13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～15：00

3日（金）
9日（木）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
17日（金）
24日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0028日（火）

藤井小学校
羽生田小学校
壬生東小学校
壬生北小学校
安塚小学校
睦小学校
稲葉小学校

13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～15：00
13：00～14：00

1日（金）
7日（木）
8日（金）
12日（火）
13日（水）
14日（木）
15日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0022日（金）

無制限
（２週間で読める冊数）

10冊

図　書

雑　誌

CD・DVD・
ビデオテープ
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おはなし会６・７月の日程

○移動図書館（BM）７月の日程

「大人の折り紙教室」

みどりかわかずこ

10点（うちDVDは３点まで）
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？
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ラ
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に
ご
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対　象

相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時

町内在住者

申込み
問合せ 壬生町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 消費生活センター

消費生活相談

各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

人権･行政相談
毎月第３木曜日定期相談

その他

相談内容

場　所

日　時

南犬飼地区公民館

「人権相談」家庭生活や社会生活を営むうえ
で、自分の力では解決できない人権問題等。
相談員は人権擁護委員

「行政相談」医療保険、年金、道路等、行政
についての苦情、要望等。相談員は本町の下
記行政相談委員
相田喜久夫 氏　☎（82）0603
粂川　元一 氏　☎（86）3869

６月16日（木）　午後１時30分～４時

相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ

生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

心配ごと特別相談（弁護士相談）

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法

相談員

場　所

日　時

国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。　☎050（3383）5395

町内在住者　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）

６月６日（月）
午前８時半～

７月11日（月）
午前８時半～

６月９日（木） 
午前10時～正午

７月14日（木） 
午前10時～正午

申込み
問合せ

壬生町シルバーワークプラザ
（シルバー人材センター和室）
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みんなの人権110番 　　　　　　☎0570（003）110  
子どもの人権110番 　　　　　　☎0120（007）110  
女性の人権ホットライン　　　　 ☎0570（070）810  
インターネット人権相談窓口　https://www.jinken.go.jp

電話・インターネットによる人権相談
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０
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安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798



壬生町防災行政無線システムについて

総務課　消防防災係　☎８１ー１８０８壬生町防災行政無線に関するお問合せは

役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携帯
電話やパソコンなどにメールで配信します。
事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録方
法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや下
記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

「放送されていることに途中で気付いた」「風
が強くて放送内容がよく聞こえなかった」とい
う場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞
くことができます。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

15時～22時まで（最終受付：21時まで）（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

19：00～22：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）・外科　９：00～21：00

内　科　 ９：00～21：00
外　科　 ９：00～17：00
小児科　18：00～21：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

〔大　人〕月曜日～金曜日　　　　18：00～22：00
　　　　　土曜日・日曜日・祝日　16：00～22：00
　　　　　☎028（623）3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　18：00～翌朝８：00
　　　　　日曜日・祝　日　24時間
　　　　　☎028（600）0099　プッシュ回線＃8000

「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」
毎月10日　午前８時　～　翌日11日  午前８時の24時間
自殺予防相談（死にたい、死のうと思っている。生きている意味がないなど。）

０１２０-７８３-５５６　＊通話料無料

日　　時
相談内容
相談番号
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6 月 5 日

6 月12日

6 月19日

6 月26日

7 月 3 日

大師町38－4

中央町6－37

中央町3－21

安塚1944－1

安塚2008－１

☎81-0001

☎82-2002

☎82-0141

☎86-0123

☎86-0011

あ か り こ ど も ク リ ニ ッ ク

松 本 内 科 医 院

前 原 医 院

佐 藤 医 院

島 田 医 院

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00
電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

小児

内

内

内・小児

内



７月
1

5
6
7
8
9
10

3

12
13
14
15

16
17

19

22
23
24

20

26

水

木

27

4

21

2

18

25

11

土

月

火

日

28
29

金

木

金

30

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

小学生スポーツチャンバラ教室　（９：30～児童館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）
乳幼児健診（１歳６か月）（12：50～稲葉地区公民館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）
歯みがき講習会　（10：00～子育て支援センターつばめ） 

ベビトレヨガ教室　（９：30～児童館） 

マミータイム（９：30～児童館）

赤ちゃんのスリープ講座（10：00～子育て支援センターつばめ）

はじめての児童館（10：00～児童館）
おっぱい相談（10：00～稲葉地区公民館）

産後の骨盤ストレッチ教室（９：30～児童館） 

ようこそひよこへ（10：00～児童館）
乳幼児健診（10か月児）（13：15～稲葉地区公民館）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

集団健診（女性の日）（７：30～南犬飼地区公民館分館）
窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～旧役場庁舎駐車場北西側車庫）

人権・行政相談（13：30～南犬飼地区公民館）

集団健診（女性の日）（７：30～壬生町体育館）
シルバー人材センター入会説明会（13：30～壬生町シルバーワークプラザ研修室）

壬生町シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～南犬飼出張所東側自転車置場）未就園児親子対象教室（ミッキータイム）（10：00～児童館）

ベビーチャピー（成長記録会）（９：30～子育て支援センターつばめ）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）
チャピー（成長記録会）（９：30～子育て支援センターつばめ）
マミータイム（９：30～児童館）

ベビーチャピー合同（９：00～子育て支援センターつばめ）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館） 

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）
乳幼児健診（３歳児）（12：50～稲葉地区公民館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館） 
乳幼児健診（４か月児）（13：00～稲葉地区公民館）
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）
未就園児親子対象教室（ミッキータイム）（10：00～児童館） 

集団健診（７：30～南犬飼地区公民館分館）
窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども
未来課・健康福祉課）

土

水

木

月

火

日

土

土

金

金

木

日

月

水

火

月

日

金

木

水

火

集団健診（７：30～城址公園ホール＜中央公民館＞）

集団健診（７：30～壬生町体育館）

水道メータ検針（７/1～7/10）

集団健診（９：00～稲葉地区公民館）

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。６月16日～７月15日

６月

●町県民税…………………（１期及び全期）

　　　　　　　　　納期限　６月30日（木）
６月の
納税等
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環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町大字壬生甲3841-1　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　電話0282-81-1814　FAX0282-28-6718　町公式ウェブサイト https://www.town.mibu.tochigi . jp

【まちのうごき】●総人口 38,635人（-23）　男 19,131人（-30）　女 19,504人（＋7）　●総世帯 16,220（＋33）  （　）内は前月比　令和４年度４月末現在

わが家の
アイドル

次回は８月生まれのアイドルを募集します。
【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
　　　　　　るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
　　　　　　https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
　　　　　　から申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、子育て支援
　　　　　　センターでも受付けています。
【申 込 先】壬生町総合政策課情報デジタル係
　　　　　　〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
　　　　　　Eメールアドレス　sougo@town.mibu.tochigi.jp
【備　　考】壬生町在住に限ります。写真は掲載後、原則お返しできませんのでご了承
　　　　　　ください。また、町子育てサイトのトップページにもお写真を掲載します。

６月22日（水）締　切

 ん の 場み な 広わが家の
アイドル
わが家の
アイドル

やま だ   たい が

山田 大翔くん
（R3.6.4生）

い ち か

依愛ちゃん
（H30.1.16生）

かわ  せ   こ と は

川瀬 詩葉ちゃん
（H29.6.12生）

かいぬま

貝沼 いろはちゃん
（R1.6.10生）

る  な

琉夏ちゃん
（H24.8.4生）

り  お

凛音ちゃん
（H26.12.9生）

たかはし    さ   ら

高橋 咲来ちゃん
（R2.6.8生）

わかばやし すみれ

若林 純麗ちゃん
（R2.6.10生）

おお か わら    ひ   な

大河原 一愛ちゃん
（H30.6.23生）

かね  だ   とう  き

金田 統大くん
（R2.6.19生）

おくざわ  こう や

奥澤 昊也くん
（H29.6.15生）

か   り   な

華梨菜ちゃん
（H27.9.16生）

優勝　壬生レッド

準優勝　壬生東クラブ

３位　睦ファイターズ

　５月７日（土）、８日（日）壬生町おもちゃ団地
協同組合グラウンドを会場に第44回栃木県スポ
ーツ少年団軟式野球交流大会下都賀地区予選（主
催：壬生町スポーツ少年団）が開催されました。
　白熱した試合を制し優勝したチームは、壬生
レッド。
　５月28日（土）から開催される県大会での活躍
を期待しています！

【 試合結果 】
優　勝　壬生レッド
準優勝　壬生東クラブ
３　位　睦ファイターズ

栃木県スポーツ少年団
軟式野球交流大会
下都賀地区予選

壬生レッド優勝！壬生レッド優勝！壬生レッド優勝！

̶お詫びと訂正̶　広報みぶ５月号34ページ「令和４年度町県民税課税証明書等の発行について」の記事で、コンビニエンスストアで令和４年度町県民税課税証明書等の発行に
ついて「６月13日（月）」と記載しましたが、正しくは「６月14日（火）」でした。お詫びして訂正いたします。
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